
■伊勢崎市のホームページ　http://www.city.isesaki.lg.jp 
■人口と世帯（5月1日現在）●人口209,147人（男104,776人・女104,371人）●世帯数 76,592戸 

◆主な内容◆ 
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新しい区長・環境指導員・防犯委員の紹介 ･･･p.2～5 
納税で築く豊かで健康なまちづくり ･･･････p.8～9  
幼稚園保育料一部補助・第３子以降無料化 ･･･p.11 
 

男女共同参画社会の実現に向けて ･･･p.6～7 
市職員募集 ････････････････････････p.10

５月21日、第11回島村渡船フェスタが開催。渡船や魚つかみ、カヌー体験、郷土芸能などさまざまなイベントが島
村渡船乗り場で行われました。大勢の人が豊かな利根川の流れにはぐくまれた自然とのふれあいを楽しんでいました。 



行政区名 

宮 前 町  

東 本 町  

下 植 木 町  

今 泉町一丁目  

茂 　　　　呂  

第 １ 行 政 区  

 

茂 　 　　　呂  

第 ２ 行 政 区  

 

茂 呂 南 町  

新 栄 町  

波志江町一丁目 

波志江町二丁目 

波志江町三丁目 

安 堀 町  

太 田 町  

稲 荷 町  

宮 子 町  

連 取 本 町  

連 取 元 町  

連 取 町  

田 中 島 町  

宮 　　　　郷  

第 １ 行 政 区  
　 

名 　　　　和  

第 １ 行 政 区  
　 

山 王 町  

名 　　　　和  

第 ２ 行 政 区  

柴 町  

名 　　　　和  

第 ３ 行 政 区  
　 

豊 　　　　受  

第 １ 行 政 区  

豊 　　　　受  

第 ２ 行 政 区  

 

  

  

  

北千木町  

南千木町  

茂呂町一丁目  

茂呂町二丁目  

美茂呂町  

ひろせ町  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

田中町  

上之宮町  

宮古町  

韮塚町  

阿弥大寺町  

今井町  

  

堀口町  

中町  

  

戸谷塚町  

福島町  

八斗島町  

除ヶ町  

大正寺町  

富塚町  

下道寺町 

尾 内 本 典  

須 永 佳 也  

鹿 沼 正 夫  

高 木 　 宏  

田 村 和 之  

菊 池 元 次  

石 原 菊 雄  

並 木 大 吉  

石 　 原 　 伊 知 男  

飽 戸 基 司  

福 田 晴 幸  

堀 川 　 茂  

矢 内 要 吉  

荻 原 　 茂  

細 井 　 広  

高 柳 林 作  

石 川 栄 一  

境 野 　 守  

堀 川 行 雄  

森 村 茂 夫  

茂 木 二 郎  

小 林 加 久  

諏 訪 浩 道  

須 田 　 功  

町 田 茂 義  

宇 野 賢 治  

茂 木 克 己  

中 沢 幸 信  

亀 井 徹 夫  

中 島 　 勉  

後 閑 虎 臣  

高 橋 宗 雄  

箱 田 新 二  

小 沢 章 宏  

徳 島 邦 彦  

森 田 岩 市  

久 保 田 　 源 　 蔵  

児 島 光 夫  

佐 藤 芳 一  

多 賀 谷 　 裕 　 久  

尾 内 健 次  

板 垣 信 吉  

大 木 伸 作  

高 岸 祥 之  

八 田 昭 一  

鈴 木 忠 雄  

岸 　 　 　 伝 二 郎  

五 十 嵐 　 英 　 男  

新 井 信 雄  

児 島 　 隆  

島 田 　 栄  

石 綿 定 義  

荻 原 辰 巳  

角 田 光 一  

阿 久 津 　 春 　 男  

栗 原 好 夫  

谷 　 秀 夫  

伊 藤 省 一  

井 田 国 誉  

牛 尼 喜 夫  

多 賀 谷 　 雄 　 三  

力 丸 宇 中  

六 本 木 　 宏 　 司  

武 井 　 弘  

石 川 嘉 男  

佐 藤 晴 三  

武 井 英 雄  

桑 名 　 昭  

今 井 守 皓  

星 野 　 智  

徳 江 駿 介  

小 此 木 　 福 　 司  

金 子 　 功  

五 十 嵐 　 　 　 武  

本 木 健 一  

高 庭 行 男  

平 田 脩 三  

飯 野 正 夫  

金 井 　 健  

蓮 沼 一 美  

松 　 本 　 元 　 良  

山 　 本 　 武 　 良  

桜 　 井 　 宏 　 一  

小 　 林 　 啓 　 祐  

丸 　 橋 　 清 　 作  

菊 　 池 　 森 　 蔵  

田 　 中 　 清 一 郎  

児 　 島 　 　 　 道  

石 　 原 　 正 　 雄  

児 　 島 　 雅 　 久  

栗 　 原 　 真 　 一  

石原昭男・荻野春二 

深沢和義・矢内忠作 

月 　 岡 　 武 　 久  

女 　 屋 　 政 　 寿  

村 　 田 　 元 　 雄  

細野太一郎・天田恒幸 

北 渡 瀬 　 　 　 悟  

井田常雄・八木伸之 

斎藤　毅・多賀谷秀男 

井 　 上 　 豊 　 司  

本多武志・馬渕盛男 

北爪　務・石関公貴 

横 　 堀 　 二 　 郎  

境 　 野 　 　 　 恵  

宇 　 野 　 文 　 保  

飯 　 島 　 初 　 夫  

大 　 島 　 利 　 雄  

大 　 谷 　 　 　 仁  

坂田与四郎・星野武司 

野 　 村 　 　 　 昇  

小 此 木 　 　 　 亘  

松 　 村 　 光 　 雄  

矢 　 内 　 正 　 勝  

梅 　 堀 　 政 　 之  

五 十 嵐 　 計 　 雄  

平田好男・斎藤　香 

熊 　 谷 　 　 　 清  

関 　 口 　 三 　 男  

番 　 場 　 好 　 夫  

担当地区または町名 地区長・区長 環境指導員 防犯委員 

（敬称略） 

2

市と市民のパイプ役として明るく住みよいまちづくりを支えるため

ご協力よろしくお願いします



行政区名 

 

曲 輪 町  

 

 

大 手 町  
 

 

 

平 和 町  

 

本 　 町  
 

 

中 央 町  

 

緑 　 町  

三 光 町  

若 葉 町  
 

喜 多 町  

宗 高 町  

柳 原 町  

寿 　 町  

華 蔵 寺 町  

末 広 町  

上 泉 町  

八 坂 町  

今 泉町二丁目  

 

三 和 町  

 

本 関 町  

鹿 島 町  
 

上 植 木 本 町  

豊 城 町  

上 諏 訪 町  

日 乃 出 町  
 

昭 和 町  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

旧曙町  

旧堤町  

旧書上町  

  

旧植木町  

旧中下町  

  

  

  

旧下諏訪町  

旧神谷町  

  

1～12 

13～20 

21～36 

1･2･6～10･12 

3～6･12～14 

15～22 

11･22～28 

1～3･11～15 

4～11･17～23 

16･24～27 

1～6･14～23 

6～13･15 

1～13･15･17 

14･16･18･22･23･28～30 

19～21･24～27 

 

 

1～14 

15～22

中 沢 正 美  

中 西 　 保  

芝 崎 和 子  

小 林 信 吉  

清 水 孝 一  

黒 埼 義 正  

富 岡 郁 夫  

谷 口 進 雄  

大 沢 　 実  

小 倉 直 臣  

浅 田 清 介  

鴨 　 下 　 日 出 邦  

後 藤 　 惇  

島 野 恒 雄  

小 堀 重 明  

田 辺 信 行  

平 尾 　 宏  

立 沢 卓 也  

大 嶋 祥 司  

小 佐 野 　 秀 　 司  

山 野 井 　 宏 　 之  

高 山 武 次  

高 山 清 平  

塩 野 信 敏  

 

坂 口 隆 一  

柴 草 　 稔  

高 橋 正 彦  

長 谷 川 　 太 　 一  

木 暮 泰 三  

板 垣 森 夫  

飯 島 明 夫  

川 端 敏 央  

木 暮 軍 平  

斎 藤 長 久  

大 和 延 次  

木 村 政 司  

木 村 広 行  

久 保 田 　 　 　 卯  

石 倉 辰 雄  

田 部 井 　 常 　 年  

茂 木 茂 雄  

山 本 公 司  

中 田 紀 一  

高 橋 正 春  

品 川 　 裕  

二 ノ 宮 　 賢 　 造  

川 端 　 護  

鎌 田 　 章  

菅 野 清 信  

浅 田 清 介  

小 山 龍 太  

鵜 生 川 　 紀 　 興  

松 本 　 孝  

鈴 木 正 雄  

菊 地 良 一  

棚 　 橋 　 亀 太 郎  

小 竹 　 昇  

岡 安 昭 義  

砂 川 光 弘  

北 嶋 来 治  

加 藤 　 正  

石 森 文 雄  

川 端 俊 幸  

金 谷 安 敏  

金 子 喜 市  

藤 田 辰 夫  

坂 田 孝 志  

森 　 義 雄  

斎 藤 公 夫  

吉 沢 久 治   

川 島 文 雄  

川 端 文 治  

沼 田 　 進  

高 橋 幸 雄  

古 郡 満 夫  

高 田 泰 司  

立 川 　 満  

須 賀 文 男  

中 嶋 陸 夫  

萩 　 原 　 利 　 夫  

井 　 草 　 　 　 晧  

星 　 野 　 　 　 昭  

内 　 山 　 和 　 巳  

天 　 野 　 　 　 宏  

品 　 川 　 　 　 裕  

江 　 森 　 常 　 芳  

田 　 中 　 進 一 郎  

阿 久 津 　 英 　 一  

後 　 閑 　 祐 　 二  

竹 　 下 　 孝 　 一  

楢 　 原 　 定 　 雄  

内 　 山 　 　 　 浩  

黒 　 田 　 唯 　 志  

真 　 下 　 金 　 次  

細 　 井 　 　 　 昇  

須 　 藤 　 文 　 雄  

飯 　 島 　 三 千 男  

藤 　 田 　 周 　 弘  

西 　 方 　 善 　 則  

渋 　 沢 　 　 　 健  

正 　 田 　 二 　 郎  

村 　 岡 　 由 　 望  

三 　 宮 　 龍 　 治  

高 　 柳 　 圭 　 司  

木 　 村 　 有 　 道  

板 　 垣 　 　 　 彰  

横 　 田 　 年 　 章  

小 　 渕 　 五 　 男  

石 　 井 　 和 　 広  

吉 　 野 　 通 　 尚  

矢 　 島 　 岳 　 次  

村 　 岡 　 正 　 弘  

大 　 賀 　 孝 　 雄  

高 　 橋 　 重 　 幸  

栗原喜一・斎藤三好 

金子克次・古沢　修 

久 保 田 　 哲 　 也  

石 　 原 　 秀 　 夫  

松 　 村 　 元 　 夫  

担当地区または町名 地区長・区長 環境指導員 防犯委員 

（１区） 

（２区） 

（３区） 

（１区） 

（２区） 

（３区） 

（４区） 

（１区） 

（２区） 

（３区） 

（１区） 

（２区） 

（１区） 

（２区） 

（３区） 

 

 

（１区） 

（２区） 
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平成18年度　区長・環境指導員・防犯委員

平成 
  
年度 

区長･環境指導員･防犯委員 
を紹介します 



4

行政区名 

東 国 定 下  

西 国 定 上  

西 国 定 下  

上 　 田  

西 小 保 方  

境 東 町  

諏 訪 町  

元 　 町  

南 　 町  

境 仲 町  

上 　 町  

萩 原  

清 水 町  

百 々 東  

美 　 原  

百 　 々  

中 　 島  

西 今 井  

上 矢 島  

伊 与 久 1 区  

伊 与 久 2 区  

伊 与 久 3 区  

木 　 島  

下 渕 名 6 区  

下 渕 名 7 区  

上 渕 名  

東 新 井  

保 　 泉  

保 泉 一 丁 目  

上 武 士  

下 武 士 西  

下 武 士 東  

小 此 木  

新 　 地  

新 野 新 田  

立 　 作  

北 　 向  

西 島 前 河 原  

平 　 塚  

境 新 栄  

南 米 岡  

北 米 岡  

栄 　 町  

女 　 塚  

三 ツ 木  

国定町一丁目の一部  

国定町二丁目の一部  

国定町二丁目の一部  

上田町  

西小保方町  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

根 　 岸 　 喜 代 志  

松 原 優 吉  

北 爪 光 政  

鹿 沼 良 壬  

小 島 通 明  

吉 田 　 功  

柿 沼 　 勲  

田 島 英 夫  

木 村 三 郎  

永 田 　 睦  

柿 沼 陽 夫  

関 口 吉 範  

波 形 静 夫  

岡 村 憲 一  

新 井 元 吉  

高 橋 桂 二  

柿 沼 徹 美  

茂 木 益 雄  

藤 村 時 次  

古 郡 守 充  

小 此 木 　 勝 　 利  

高 井 正 二  

高 橋 信 之  

加 藤 一 雄  

丸 　 谷 　 宗 一 郎  

梶 塚 正 孝  

川 島 　 忍  

中 　 山 　 千 寿 雄  

木 村 正 男  

森 村 忠 宣  

中 島 昭 広  

中 島 豊 一  

石 原 順 一  

川 上 慎 一  

渋 沢 淳 一  

町 田 幸 郎  

田 　 島 　 富 士 夫  

大 野 　 勝  

田 部 井 　 定 　 雄  

梶 井 武 雄  

栗 原 利 彦  

金 井 義 雄  

長 谷 川 　 昇 　 三  

奥 積 精 一  

大 谷 富 衛  

細 野 　 勝  

大 山 重 博  

長 岡 康 浩  

鹿 沼 真 一  

小 島 　 守  

羽 鳥 康 孝  

鵜 生 川 　 昭 　 二  

勅使河原　良 男 

梶 山 　 彰  

中 島 康 夫  

毛 塚 春 夫  

中 島 好 雄  

森 村 　 茂  

小 林 国 夫  

田 島 一 夫  

高 橋 桂 二  

新 井 和 雄  

小 　 林 　 道 太 郎  

小 此 木 　 吉 　 一  

小 森 谷 　 茂 　 光  

細 谷 重 通  

山 田 　 清  

塩 尻 秀 夫  

吹 上 親 吏  

石 井 昭 安  

長 沼 勝 美  

清 水 清 政  

中 山 菊 男  

辻 　 賢  

坂 本 勝 雄  

高 木 　 敬  

柳 田 輝 吉  

高 柳 茂 夫  

石 井 正 明  

関 口 　 武  

町 田 克 己  

栗 原 輝 久  

新 井 幸 司  

高 柳 昭 一  

新 井 史 城  

栗 原 真 澄  

石 沢 忠 義  

武 正 正 二  

柴 崎 紀 男  

富 　 田 　 三 輝 夫  

海 　 津 　 義 　 雄  

松 　 原 　 敏 　 一  

松 　 村 　 　 　 健  

大 　 山 　 止 美 三  

小 　 島 　 　 　 悟  

町 　 田 　 三 　 二  

石 　 井 　 和 　 夫  

湯 　 田 　 善 一 郎  

伊 　 部 　 芳 　 夫  

河 　 田 　 　 　 茂  

毛 　 塚 　 春 　 夫  

高 　 橋 　 俊 　 幸  

中 　 田 　 勝 　 美  

川 　 崎 　 淳 　 一  

田 　 代 　 政 　 夫  

大 　 島 　 万 津 夫  

須 　 田 　 知 　 司  

平 　 田 　 晋 　 作  

田 　 代 　 貞 　 一  

小 　 林 　 茂 　 喜  

塩 　 谷 　 喜 　 泉  

小 野 里 　 好 　 弘  

高 　 木 　 市 　 也  

山 　 本 　 正 　 明  

内 　 村 　 栄 　 吉  

細 　 谷 　 健 　 一  

大 　 栗 　 利 　 昭  

長 谷 川 　 幸 　 男  

横 　 山 　 宏 　 己  

池 　 田 　 鋭 　 一  

重 　 田 　 　 　 昭  

中 　 島 　 敏 　 匡  

富 　 岡 　 正 　 幸  

賀 　 来 　 泰 　 彦  

関 　 口 　 達 　 也  

田 　 島 　 敏 　 一  

石 　 倉 　 紀 　 夫  

新 　 井 　 　 　 宏  

渋 　 沢 　 得 　 治  

金 　 井 　 盛 　 司  

中 　 里 　 一 　 夫  

阿 　 部 　 伊 佐 男  

関 　 口 　 宏 　 男  

久 　 松 　 　 　 茂  

秋 　 田 　 利 　 光  

担当地区または町名 地区長・区長 環境指導員 防犯委員 

（敬称略） 
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行政区名 

　 

　 

豊 　　　　受  

第 ３ 行 政 区  
　 

　 

　 

豊 　　　　受  

第 ４ 行 政 区  

　 

豊 　　　　受  

第 ５ 行 政 区  

　 

羽 黒 町  

西久保町一丁目 

西久保町二丁目 

西久保町三丁目 

曲 沢 町  

赤 堀 鹿 島 町  

間 野 谷 町  

香 林町一丁目  

香 林町二丁目  

野 　 町  

磯 　 町  

西 野 町  

赤堀今井町一丁目 

赤堀今井町二丁目 

下 触 町  

五 目 牛 町  

市 場町一丁目  

市 場町二丁目  

堀 下 町  

小 　 泉  

下 　 代  

平 　 井  

下 　 谷  

　 下 　  

新 　 町  

　 台 　  

八 　 寸  

三 　 室  

田 部 井 上  

田 部 井 下  

向 　 原  

東 国 定 上  

馬見塚天神町  

馬見塚三ツ橋町  

馬見塚中町  

馬見塚本町  

馬見塚渕町  

馬見塚清水町  

リバータウン広瀬  

長沼本郷町  

長沼町  

上蓮町  

下蓮町  

国領町  

飯島町  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

小泉町  

東小保方町の一部  

平井町  

東小保方町の一部  

東小保方町の一部  

東小保方町の一部  

東　町  

八寸町  

三室町  

田部井町一丁目  

田部井町二丁目  

田部井町三丁目  

国定町一丁目の一部  

渡 辺 邦 夫  

長 谷 川 　 安 　 夫  

久 保 田 　 庄 三 郎  

剣 持 利 雄  

久 保 田 　 　 　 尚  

松 村 　 進  

金 子 　 弘  

三 坂 武 治  

牛 久 保 　 　 　 滋  

五 十 嵐 　 秀 　 夫  

吉 田 信 一  

石 田 信 雄  

常 見 　 実  

新 田 　 博  

室 井 勝 雄  

沼 賀 茂 一  

高 松 　 脩  

鈴 木 良 雄  

白 田 誠 忠  

赤 石 和 男  

久 保 田 　 寿 　 一  

阿 佐 見 　 徳 　 明  

五 月 女 　 慶 　 男  

江 原 孝 一  

山 口 雅 晴  

渋 沢 東 次  

小 林 恒 雄  

美 濃 輪 　 金 　 作  

田 部 井 　 啓 　 充  

石 田 利 雄  

五 味 定 之  

稲 庭 政 則  

田 村 健 一  

松 島 公 雄  

磯 　 高 幸  

渡 辺 　 勝  

竹 沢 靖 之  

木 島 善 雄  

平 野 久 雄  

井 上 昌 司  

内 田 道 夫  

円 明 良 一  

監 物 正 義  

佐 藤 純 三  

久 保 田 　 光 　 一  

久 保 田 　 　 　 実  

金 井 恭 治  

田 部 井 　 次 　 郎  

金 井 右 吉  

黒 沢 角 市  

桜 場 孝 幸  

渡 辺 公 平  

須 藤 　 登  

桜 井 克 彦  

三 上 和 郎  

吉 田 賢 二  

高 柳 政 保  

斎 藤 元 広  

手 島 盛 男  

常 木 義 一  

山 田 昌 吾  

富 菜 　 武  

鈴 木 利 通  

大 木 政 俊  

新 井 英 世  

石 井 　 茂  

稲 葉 　 修  

中 村 孝 一  

境 野 量 夫  

須 永 祐 充  

秋 間 　 栄  

渡 辺 正 一  

大 塚 公 代  

田 部 井 　 基 　 充  

川 端 時 弥  

藤 生 明 春  

河 井 俊 雄  

赤 石 雅 美  

井 上 孝 行  

磯 　 力  

清 　 水 　 久 三 郎  

竹 沢 昭 光  

小 保 方 　 重 　 吉  

下 境 史 郎  

斎 藤 英 太  

勅使河原　健 作 

高 城 昭 利  

阿 久 津 　 福 　 一  

阿 久 津 　 勝 　 也  

諏 訪 　 映  

小 　 島 　 武 　 庸  

佐 　 俣 　 　 　 幸  

田 　 島 　 盛 　 男  

関 　 根 　 久 　 男  

沓 　 沢 　 　 　 純  

榎 　 原 　 秀 　 雄  

川 　 崎 　 繁 　 雄  

小 　 暮 　 貞 　 一  

小 　 林 　 哲 　 郎  

斎 　 藤 　 道 　 彦  

鹿 　 山 　 充 　 也  

高 　 柳 　 寛 　 司  

井 　 田 　 勝 　 博  

松村　要・金井作蔵 

佐 　 藤 　 公 　 一  

青 　 木 　 宏 　 文  

石 　 川 　 勝 　 久  

近 　 江 　 利 　 幸  

高 　 橋 　 良 　 一  

筑 　 井 　 　 　 茂  

斎 　 藤 　 武 　 士  

阿 佐 見 　 耕 　 一  

松 　 本 　 伸 　 一  

金 　 子 　 光 　 博  

金 　 内 　 章 　 一  

小 　 国 　 友 　 之  

板 　 野 　 政 　 雄  

大 　 沢 　 　 　 仁  

神 　 沢 　 　 　 寛  

千 本 木 　 孝 　 一  

大 　 矢 　 光 　 利  

蜂 　 須 　 英 　 雄  

出 　 島 　 正 　 人  

荻 　 原 　 幸 　 雄  

橋 　 場 　 　 　 宏  

須 　 賀 　 吉 　 治  

松 　 島 　 　 　 博  

長 　 岡 　 弘 　 志  

松 　 浪 　 　 　 茂  

須 　 永 　 克 　 男  

大 　 和 　 　 　 栄  

薗 　 田 　 敏 　 治  

阿 久 津 　 龍 　 雄  

関 　 口 　 恵 　 一  

松 　 原 　 定 　 一  

担当地区または町名 地区長・区長 環境指導員 防犯委員 

平成18年度　区長・環境指導員・防犯委員
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男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向
け
て
 

あ
な
た
は
ど
う
考
え
ま
す
か

あ
な
た
は
ど
う
考
え
ま
す
か

男
性
も
女
性
も
性
別
に
か
か
わ
り
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
と
能
力
が
十
分
に
発
揮
で
き
る
男
女
共

同
参
画
社
会
の
実
現
の
た
め
に
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
取
り
組
み
が
と
て
も
大
切
で
す
。

本
市
で
は
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
推
進
を
図
る
た
め
、
新
た
に
「
男
女
共
同
参
画
計
画
」
の
策
定

を
目
指
し
、
昨
年
12
月
に
市
民
意
識
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
今
回
、
そ
の
中
か
ら
主
な
結
果
を
紹
介
し

ま
す
。
日
ご
ろ
の
生
活
の
中
で
ど
の
よ
う
な
課
題
や
問
題
が
あ
る
の
か
、
一
緒
に
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

※
数
字
の
単
位
未
満
は
四
捨
五
入
し
て
い
る
た
め
、
合
計
が
1
0
0
％
に
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

※
市
民
意
識
調
査
の
詳
し
い
結
果
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す

問
い
合
わ
せ

人
権
課
（
内
線
2
1
2
0
）

男
女
の
地
位
に
対
す
る
考
え
方

は
、
全
体
的
に
「
男
性
の
方
が
優

遇
さ
れ
て
い
る
」
と
す
る
回
答
が

多
く
、
中
で
も
「
社
会
通
念
・
慣

習
・
し
き
た
り
な
ど
」
は
７
割
を

超
え
て
い
ま
す
。（
表
１
参
照
）

年
齢
別
で
は
、
特
に
40
代
の
女

性
で
「
男
性
の
方
が
優
遇
」
と
考

え
る
人
が
多
く
み
ら
れ
ま
す
。

夫
は
仕
事
、
妻
は
家
庭
と
す
る

考
え
方
に
対
し
て
、「
そ
う
思
わ
な

い
」
と
す
る
回
答
が
全
体
で
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
男
性

で
は
「
そ
う
思
う
」
と
す
る
回
答

が
多
く
、
男
女
間
で
意
識
の
差
が

み
ら
れ
ま
す
。（
表
２
参
照
）

ま
た
、「
女
性
向
き
・
男
性
向

き
の
仕
事
が
あ
る
の
は
当
然
で
あ

る
か
」、「
男
性
に
と
っ
て
、
妻
子

を
養
う
義
務
が
あ
る
こ
と
は
重
要

で
あ
る
か
」
の
問
い
に
対
し
て
、

「
そ
う
思
う
」
と
す
る
回
答
が
全

体
で
８
割
を
超
え
て
い
ま
す
。

年
齢
別
で
は
、
30
代
の
男
性
で

「
妻
が
仕
事
、
夫
が
家
事
・
育
児

の
選
択
が
あ
っ
て
も
い
い
」、「
出

世
の
た
め
に
家
庭
生
活
を
犠
牲
に

し
た
く
な
い
」
と
す
る
回
答
が
６

割
を
超
え
て
お
り
、
家
庭
を
大
切

に
考
え
る
傾
向
が
う
か
が
え
ま
す
。

男
女
の
地
位
の
平
等

結
婚
・
家
庭
生
活

市男女共同参画「市民意識調査」の概要
調査対象 市内に在住の満20歳以上の男女
2,000人
抽出方法 無作為抽出法（居住地区、性別に
偏りがないよう配慮）
調査方法 調査票を郵送により配布・回収
調査期間 平成17年12月12日から26日まで
回収数 846票（回収率42.6％）
※郵送による配布ができなかった数＝14票

表1　男女の地位は平等になっていると思いますか 

表2　夫は仕事、妻は家庭を中心に生活するべきであると思いますか 

家庭生活 

職　場 

学校教育の場 

町内会や自治会の場 

法律や制度の上 

社会通念・慣習・しきたりなど 

政治の場 

社会全体の中 

 0% 20% 40% 60% 80% 100%

全　体 

男　性 

女　性 

 100%0% 20% 40% 60% 80%

そう思う 

そう思わない 

わからない 

無回答 

男性の方が優遇 

平　等 

女性の方が優遇 

わからない 

無回答 

1.7

1.4

0.8

1.7

1.4 9.348.0

30.4 5.2

3.9

4.7 

 

2.5

1.2

1.8

45.6

39.2

72.8

61.9

62.4

3.211.0

4.558.5

54.8 5.2 5.3 4.3

10.2

12.6

7.619.03.9

4.7 

 

16.4 9.1

7.18.6

10.5 8.4

11.18.62.5

1.2

1.8

23.945.6

39.2 30.5

9.7

18.0

15.4

72.8

61.9

62.4

24.83.248.311.0

10.84.516.158.5

54.8

41.3

45.8

37.4

41.3

45.8

37.4

41.9

53.2

11.5

7.7

0.8

48.0

41.9

53.2
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家
事
の
分
担
に
対
す
る
考
え
方

は
、「
食
事
の
し
た
く
」、「
食
事

の
後
片
付
け
」、「
掃
除
」、「
洗
濯
」

な
ど
の
家
事
を
、「
主
に
女
性
が

分
担
」
と
す
る
回
答
が
大
半
を
占

め
て
い
ま
す
。（
表
３
参
照
）

年
齢
別
で
は
、
40
代
の
女
性
で

す
べ
て
の
項
目
を
「
主
に
女
性
が

分
担
」
と
す
る
回
答
が
多
く
、
負

担
の
重
い
様
子
が
う
か
が
え
ま
す
。

子
育
て
に
対
す
る
考
え
方
は
、

75
％
の
人
が
「
性
別
に
か
か
わ
り

な
く
、個
性
を
い
か
し
て
育
て
る
」

と
回
答
し
て
い
ま
す
。

子
育
て
と
自
分
の
活
動
の
バ
ラ

ン
ス
に
つ
い
て
、
理
想
は
男
女
と

も
に
「
自
分
の
活
動
と
育
児
を
同

時
に
重
視
」
と
す
る
回
答
が
過
半

数
を
占
め
て
い
る
の
に
対
し
、
現

実
は
男
性
で
「
自
分
の
活
動
を
優

先
」、
女
性
で
「
育
児
を
優
先
」
と
す

る
回
答
が
６
割
を
占
め
て
い
ま
す
。

子
育
て
の
不
安
に
つ
い
て
、「
子

ど
も
の
病
気
や
発
育
」、「
子
育
て

に
伴
う
経
済
的
負
担
が
重
い
」
と

す
る
回
答
が
多
く
み
ら
れ
ま
す
。

特
に
男
性
は
「
子
ど
も
と
過
ご
す

時
間
や
会
話
が
少
な
い
」、
女
性

は「
夫
が
子
育
て
に
協
力
し
な
い
」

と
す
る
回
答
が
多
く
み
ら
れ
、
子

育
て
の
中
心
が
女
性
と
な
っ
て
い

る
傾
向
が
う
か
が
え
ま
す
。

女
性
が
職
業
を
持
つ
こ
と
に
対

す
る
考
え
方
は
、
男
女
と
も
に
「
結

婚
後
は
家
事
に
専
念
」、「
子
ど
も

に
手
が
か
か
ら
な
く
な
れ
ば
再
び

職
業
を
持
つ
」
の
合
計
が
、「
職

業
を
持
ち
続
け
る
方
が
よ
い
」
と

す
る
回
答
を
大
き
く
上
回
り
ま
し

た
。
女
性
が
継
続
し
て
働
く
こ
と

の
難
し
さ
が
う
か
が
え
ま
す
。

調
査
の
回
答
の
中
で
、「
ま
ず

は
お
互
い
を
思
い
や
る
気
持
ち
を

持
つ
こ
と
が
大
切
」
と
い
う
意
見

が
あ
り
ま
し
た
。

21
世
紀
の
社
会
は
、
さ
ら
な
る

少
子
高
齢
化
や
核
家
族
化
が
予
想

さ
れ
て
い
ま
す
。
男
女
の
枠
に
縛

ら
れ
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
と
能

力
が
十
分
に
発
揮
で
き
る
社
会
の

実
現
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

本
市
で
は
、
今
回
の
調
査
結
果

を
基
に
「
男
女
共
同
参
画
計
画
」

の
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。
私
た

ち
の
身
の
回
り
に
も
、
で
き
る
こ

と
は
ま
だ
ま
だ
た
く
さ
ん
あ
る
は

ず
で
す
。
あ
な
た
も
、
ま
ず
は
そ

こ
か
ら
取
り
組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

家
事
の
分
担
状
況

子
育
て

仕
事
・
職
場

私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は

6月23日（金）から29日（木）までは「男女共
同参画週間」です。本市では、記念イベントとし
て、次のとおり「男女共同参画セミナー」を開催
します。皆さんの参加をお待ちしています。
日時・会場
7月1日（土）午後2時～3時30分＝赤堀公民館
7月2日（日）午前10時～11時30分

＝あずま公民館
午後2時～3時30分

＝境総合文化センター
定員 各40人
テーマ 男女共同参画の視点で暮らしを豊かに
講師 大森昭生さん（共愛学園前橋国際大学助教授）
参加料 無料
※託児はファミリー・サポート・センターをご利
用ください（有料です）
申し込み 当日、直接会場へ

0％ 25％ 15％ 

【回答者の内訳】 
 ① 性 別 ② 年 齢  

70歳以上 

60歳代 

50歳代 

40歳代 

30歳代 

20歳代 

無回答 

20.020.0

21.221.2

12.812.8

21.2

20.0

15.4

16.3

13.7

0.7

12.8

男性 
42.1％ 女性 

56.9％ 
 

無回答1.1％ 

 

100%0% 20% 40% 60% 80%

6.3 89.2

82.0

77.2

43.4

85.5

65.7

57.8

35.0

24.7

2.0

3.0

68.3

89.2 1.61.6

82.0 1.81.8

77.2

43.418.0

9.0 85.5

65.726.2

21.7 57.8 14.3

42.935.012.5

29.9 24.7 11.4

2.0

3.33.3

8.3

6.1

3.0

18.4 68.3

17.0 1.51.5

1.5

0.9

1.8

1.9

2.0

2.1

1.8

1.8

2.3

12.5

1.11.1

1.91.9

2.3

2.9

3.4

0.1

1.3

9.0

34.9

30.830.8

2.3

2.9

3.4

0.1

1.3

9.0

34.9

主に男性 男性と女性で半々 主に女性 

あてはまらない 無回答 

食事のしたく 

食事の後片付け 

掃　除 

ごみ出し 

洗　濯 

買　物 

子育て 

介　護 

地域活動 

家計の管理 

表3　家事の分担はどちらがしていますか 

1.6

1.8

1.5

1.5

0.9

男女共同参画セミナー 
 

男女共同参画セミナー 
 

男女共同参画週間記念事業 

男女共同参画セミナー 

男性にも家事への参加が求められています男性にも家事への参加が求められています 男性にも家事への参加が求められています 



現
金
と
口
座
の
二
重
納
付
や
納

め
忘
れ
の
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

口
座
振
替
を
利
用
さ
れ
な
い
人

は
、
納
期
限
ま
で
に
納
付
書
に
記

載
さ
れ
て
い
る
金
融
機
関
の
窓
口

に
納
付
書
を
持
参
し
、
直
接
現
金

で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

納
税
課
で
は
個
々
の
事
情
を
考

慮
し
、
納
付
で
き
る
よ
う
常
時
相

談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
気
軽

に
お
話
し
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

納
税
課
（
内
線
２

２
３
６
）

納
税
義
務
者
本
人
の
預
貯
金
口

座
が
な
く
て
も
、
家
族
な
ど
の
口

座
で
預
貯
金
者
の
同
意
が
あ
れ
ば

口
座
振
替
が
利
用
で
き
ま
す
。

申
し
込
み
に
必
要
な
も
の

預
貯
金
通
帳
・
通
帳
に
使
用
し

て
い
る
印
鑑
・
市
税
の
納
付
書

※
共
有
の
固
定
資
産
税
で
「
外
○

名
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
も
、

納
付
書
が
必
要
で
す

注
意
点

●
振
替
日
は
、
各
税
目
の
納
期
限

の
日
で
す
が
、
口
座
の
預
貯
金
が

不
足
し
て
い
る
と
振
替
が
で
き
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
振

替
が
で
き
な
か
っ
た
と
き
は
、
後

日
送
付
さ
れ
る
督
促
状
を
持
参
し
、

現
金
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

●
口
座
振
替
の
開
始
日
は
、
申
し

込
み
を
し
た
日
付
に
よ
っ
て
決
ま

り
ま
す
。

便
利
で
確
実
な
口
座
振
替
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
納
め
忘
れ
が
な

く
、
忙
し
い
と
き
で
も
安
心
で
す
。

一
度
申
し
込
み
を
す
る
と
、
自

動
的
に
振
替
納
付
さ
れ
、
毎
年
継

続
さ
れ
ま
す
。

口
座
振
替
が
で
き
る
税
目

●
市
・
県
民
税
（
普
通
徴
収
）

●
固
定
資
産
税

●
軽
自
動
車
税

●
国
民
健
康
保
険
税

申
し
込
み
手
続
き

あ
な
た
の
預
貯
金
口
座
の
あ
る

金
融
機
関
ま
た
は
郵
便
局
の
窓
口

で
「
口
座
振
替
依
頼
書
」（
自
動

払
込
み
利
用
申
込
書
）
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
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市
・
県
民
税
は
、
毎
年
１
月
１

日
現
在
に
住
所
の
あ
る
市
（
県
）

に
、
前
年
中
の
収
入
に
応
じ
て
納

め
て
い
た
だ
く
税
金
で
す
。

今
年
度
の
市
・
県
民
税
納
税
通

知
書
を
６
月
中
旬
に
発
送
し
ま
す
。

な
お
、
主
な
税
法
改
正
点
は
次

の
４
点
で
す
。

●
老
年
者
控
除
の
廃
止

●
65
歳
以
上
で
前
年
所
得
１
２
５

万
円
以
下
の
人
の
非
課
税
措
置
の

廃
止
　

※
今
年
度
は
年
税
額
の
３
分
の
２

を
減
額
す
る
経
過
措
置
が
講
じ
ら

れ
ま
す

●
生
計
同
一
の
妻
に
対
す
る
均
等

割
非
課
税
措
置
の
廃
止

※
昨
年
度
は
均
等
割
額
を
２
分
の

１
に
す
る
経
過
措
置
が
講
じ
ら
れ

ま
し
た
が
、
今
年
度
か
ら
廃
止
に

な
り
ま
し
た

●
定
率
減
税
の
縮
減

※
15
％→

７
・
５
％
（
上
限
４
万

円→
２
万
円
）
へ
改
正

普
通
徴
収
（
自
営
業
者
や
年
金
受

給
者
な
ど
）

年
税
額
を
通
常
６
月
・
８
月
・

10
月
・
翌
年
１
月
の
４
期
に
分
け

て
納
め
て
い
た
だ
く
方
法
で
す
。

※
普
通
徴
収
の
納
税
通
知
書
は
各

個
人
に
郵
送
し
ま
す

特
別
徴
収
（
会
社
員
な
ど
）

給
与
か
ら
の
天
引
き
に
よ
り
、

本
年
６
月
か
ら
翌
年
５
月
ま
で
の

12
か
月
間
で
納
め
て
い
た
だ
く
方

法
で
す
。

※
特
別
徴
収
の
税
額
通
知
書
は
、

各
事
業
所
な
ど
を
通
じ
て
送
付
し

ま
す

給
与
所
得
者
の
特
別
徴
収

市
・
県
民
税
の
納
税
義
務
者
の

う
ち
、
課
税
年
度
の
４
月
１
日
現

在
に
お
い
て
給
与
の
支
払
い
を
受

け
て
い
る
人
は
、
特
別
徴
収
の
方

法
を
と
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

※
事
業
所
の
都
合
な
ど
で
、
特
別

徴
収
が
で
き
な
い
場
合
は
普
通
徴

収
に
よ
る
納
税
と
な
り
ま
す

問
い
合
わ
せ

市
民
税
課
（
内
線

２
２
３
１
）
ま
た
は
各
支
所
税
務
課

便
利
な
口
座
振
替

気
軽
に
納
税
相
談
を

金
融
機
関
の
窓
口
で
も

納
付
で
き
ま
す

市
・
県
民
税
納
税
通
知
書
を

送
付
し
ま
す

市
民
の
皆
さ
ん
が
豊
か
で
健
康
な
暮
ら
し
が
で
き
る
よ
う
、
市
で
は
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
と
市
民
福

祉
の
向
上
に
向
け
て
広
い
範
囲
で
さ
ま
ざ
ま
な
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
の
費
用
は
、
市
民

の
皆
さ
ん
か
ら
納
付
し
て
い
た
だ
く
税
金
が
財
源
と
な
り
ま
す
。

税
金
の
役
割
に
つ
い
て
十
分
ご
理
解
を
い
た
だ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
納
期
限
ま
で
に
納
め
て
い
た
だ

く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

【
納
税
方
法
】
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国
民
健
康
保
険
は
、
加
入
者
の

収
入
・
資
産
な
ど
に
応
じ
て
お
金

を
出
し
合
い
、
病
気
や
け
が
を
し

て
も
安
心
し
て
医
療
が
受
け
ら
れ

る
よ
う
、
加
入
者
全
員
で
助
け
合

う
相
互
扶
助
の
保
険
制
度
で
す
。

し
か
し
、
加
入
者
の
高
齢
化
や

医
療
技
術
の
進
歩
に
よ
る
医
療
費

の
高
額
化
な
ど
、
国
民
健
康
保
険

が
医
療
機
関
に
支
払
う
保
険
給
付

費
は
年
々
増
加
し
、
財
政
状
況
は

大
変
厳
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
40
歳
以
上
の
国
民
全
員

で
支
え
合
っ
て
い
く
介
護
保
険
制

度
も
、
国
民
健
康
保
険
税
（
以
下

国
保
税
）
の
介
護
分
か
ら
支
払
わ

れ
て
い
ま
す
。

健
全
な
財
政
運
営
に
支
障
を
き

た
さ
な
い
た
め
に
、
加
入
者
の
皆

さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

低
所
得
者
の
負
担
を
軽
く
す
る

た
め
、
前
年
中
の
所
得
が
一
定
額

以
下
の
と
き
に
、
均
等
割
額
・
平

等
割
額
の
一
部
を
軽
減
し
ま
す
。

※
確
定
申
告
ま
た
は
市
・
県
民
税

の
申
告
が
済
ん
で
い
る
こ
と
が
条

件
と
な
り
ま
す
。

●
４
割
軽
減
＝
加
入
者
世
帯
の
総

所
得
金
額
が
33
万
円
と
加
入
者
（
世

帯
主
を
除
く
）
一
人
に
つ
き
24
万

５
千
円
を
加
算
し
た
金
額
を
超
え

な
い
世
帯

●
６
割
軽
減
＝
加
入
者
の
世
帯
の

総
所
得
金
額
が
33
万
円
を
超
え
な

い
世
帯

災
害
な
ど
特
別
な
事
情
で
一
時

的
に
国
保
税
が
支
払
え
な
く
な
っ

た
と
き
、
国
保
税
の
減
免
措
置
を

受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
納
期
の
過
ぎ
て
い
な
い
も
の
が

対
象
に
な
り
ま
す

【
年
齢
に
よ
っ
て
国
民
健
康
保
険

税
の
決
め
方
が
異
な
り
ま
す
】

●
40
歳
未
満
の
人

医
療
分
だ
け
の
国
保
税

●
40
歳
以
上
65
歳
未
満
の
人

医
療
分
と
介
護
分
の
合
計
額
の
国

保
税

●
65
歳
以
上
の
人

医
療
分
だ
け
の
国
保
税

※
介
護
分
は
介
護
保
険
料
と
し
て

別
に
納
付

７
月
中
旬
に
世
帯
主
あ
て
に
納

税
通
知
書
を
送
付
し
ま
す
。
世
帯

主
が
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て

い
な
い
場
合
で
も
、
世
帯
内
に
加

入
し
て
い
る
人
が
い
る
と
、
国
保

税
は
世
帯
主
に
課
税
さ
れ
ま
す
（
世

帯
主
は
国
保
税
の
算
定
に
は
含
ま

れ
ま
せ
ん
）。

ま
た
、
課
税
明
細
に
は
、
加
入

者
そ
れ
ぞ
れ
の
医
療
分
・
介
護
分

の
合
計
額
と
内
訳
な
ど
が
記
載
さ

れ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

国
民
健
康
保
険
課

（
内
線
２
１
２
９
）
ま
た
は
各
支

所
住
民
課

国
民
健
康
保
険
税
の

納
付

表3　国民健康保険税の計算式 表1　負担割合一覧 

表2　納期一覧 

  7.3％  

30.0％  

19,600円  

19,500円  

1.3％ 

4.3％ 

6,000円 

5,000円 

税率 医療分 介護分 

所得割 

資産割 

均等割 

平等割 

7月31日（月） 

8月31日（木） 

10月 2日（月） 

10月31日（火） 

11月30日（木） 

12月25日（月） 

平成19年　　　　　　 

1月31日（水） 

2月28日（水） 

第1期 

第2期 

第3期 

第4期 

第5期 

第6期 

第7期 

第8期 

　国民健康保険税 
　40歳以上65歳未満＝　 ＋　　　40歳未満、65歳以上＝ 

医療分（限度額53万円） 

介護分（限度額9万円） 

（※1）所得割額＝（平成17年分の総所得金額－33万円）×所得割率（1.3％） 
（※2）資産割額＝（平成18年度固定資産税額土地、家屋）×資産割率（4.3％） 
 
 

Ａ Ａ 

     
所得割額 資産割額 
 （※1） （※2） 

     
   　（19,600円）  （19,500円） ＝ 
   　1人につき 　 1世帯あたり 

＋ ＋ ＋ Ａ 

Ｂ 

     
所得割額 資産割額 
 （※1） （※2） 

   均等割額 平等割額  
   （6,000円） （5,000円） ＝ 
   1人につき 1世帯あたり 

＋ ＋ ＋ Ｂ 

（※1）所得割額＝（平成17年分の総所得金額－33万円）×所得割率（7.3％） 
（※2）資産割額＝（平成18年度固定資産税額土地、家屋）×資産割率（30.0％） 
　平成17年1月1日において65歳に達していた人で、平成17年度に公的年金等 
控除の適用を受けた場合には、公的年金に係る雑所得から130,000円の特別控
除があります。 

均等割額 平等割額 

国
保
税
の
軽
減

減
免

介
護
保
険

世
帯
主
あ
て
に
納
税
通
知
書
を

送
付

納税で築く豊かで健康なまちづくり

▲ 相談も常時受け付けています
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市では、来年4月採用の一般行政職の職員採用試験を行います。
「試験案内」および「試験申込書」は、職員課および各支所庶務課で交付して
います（土・日曜日は除きます）。
書類を郵送で請求する場合は、封筒に「職員採用試験申込書請求」と朱書

きし、切手140円分を張った返信用封筒（A4の申込書が入るサイズ）を同
封してください。また、市ホームページ（http://www.city.isesaki.lg.jp）
からも印刷することができます。
受験の申込書類は、原則として受験者本人が職員課に持参してください。

持参できない場合は、代理または郵送でも受け付けます。
書類の提出・問い合わせ

職員課（〒372－8501 今泉町二丁目410、内線2312）

※第2次募集について 
　　第2次募集は、事務職Ⅱ（大卒・大卒見込みの人は除きます）の募集を予定しています。 
　内容については8月1日号の広報いせさきに掲載します。 
　　第1次募集に応募した人は、第2次募集には応募できません。 

職員採用試験の募集案内 

試験方法 

試験区分 

採用予定人員 

受験資格 

申込受付期間 

試験日 

事務職Ⅰ 技術職（土木） 技術職（機械） 

13人 2人 1人 

昭和54年4月2日から昭和60年4月1日までに生まれた人 
学歴は問いません 

6月5日（月）から20日（火）までの午前9時～午後5時 
（土・日曜日は除きます。郵送の場合は6月20日の消印まで有効） 

1次試験：7月23日（日）　　　 
2次試験：8月22日（火）を予定 

1次試験：大卒程度の教養試験・ 
　　　　　適性検査 
2次試験：面接・集団討論 

1次試験：大卒程度の専門試験・ 
　　　　　適性検査 
2次試験：面接・集団討論 
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幼
稚
園
に
子
ど
も
を
通
園
さ
せ

て
い
る
家
庭
に
保
育
料
の
一
部
を

補
助
し
ま
す
。

今
年
度
か
ら
小
学
１
年
生
の
兄

姉
が
い
る
場
合
は
、
在
園
児
を
第

２
子
と
し
て
数
え
ら
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
基
準
表
の
通
常
の

場
合
と
小
学
１
年
生
の
兄
・
姉
が

い
る
場
合
を
比
較
し
て
、
有
利
な

基
準
で
補
助
し
ま
す
。

対
象

市
内
に
在
住
の
下
表
に
該

当
す
る
世
帯

※
市
外
の
認
可
済
み
幼
稚
園
に
子

ど
も
を
通
園
さ
せ
て
い
る
家
庭
も

対
象
に
な
り
ま
す

※
申
請
書
（
調
書
）
は
６
月
中
旬

に
各
幼
稚
園
か
ら
配
布
し
ま
す

幼
稚
園
に
第
３
子
以
降
の
子
ど

も
を
通
園
さ
せ
て
い
て
就
園
奨
励

費
補
助
事
業
の
対
象
に
な
っ
て
い

る
家
庭
の
う
ち
、
比
較
的
所
得
の

低
い
家
庭
の
保
育
料
を
無
料
化
（
軽

減
措
置
）
し
ま
す
。

対
象

市
内
に
在
住
の
市
民
税
所

得
割
額
が
１
８
、
６
０
０
円
以
下

の
世
帯

※
市
外
の
認
可
済
み
幼
稚
園
に
子

ど
も
を
通
園
さ
せ
て
い
る
家
庭
も

対
象
に
な
り
ま
す

補
助
（
減
免
）
金
額

幼
稚
園
就
園
奨
励
費
補
助
金
と

合
わ
せ
て
次
の
と
お
り
で
す

●
市
立
幼
稚
園
は
、
年
額
保
育
料

分
７
０
、
８
０
０
円
を
限
度
と
し

ま
す

※
あ
か
ぼ
り
幼
稚
園
と
あ
ず
ま
幼

稚
園
は
、
年
額
保
育
料
分
５
４
、

０
０
０
円
を
限
度
と
し
ま
す

●
私
立
幼
稚
園
は
、
年
額
２
０
４
、

０
０
０
円
を
限
度
と
し
ま
す

＊
　
　
　
＊

い
ず
れ
も

申
し
込
み

各
幼
稚
園
へ

問
い
合
わ
せ

学
校
教
育
課
（
内

線
２
４
３
０
）
ま
た
は
各
支
所
教

育
課

就
園
奨
励
費
補
助
事
業

（
国
庫
補
助
事
業
）

第
３
子
以
降
保
育
料

無
料
化
（
軽
減
）
事
業

平成１8年度幼稚園就園奨励費補助金の保育料補助（減免）限度額基準表 

市
立
幼
稚
園 

私
立
幼
稚
園 

あ
か
ぼ
り
・ 

あ
ず
ま
幼
稚
園 

※父母ともに市民税が課税の場合は、その合計額になります 
※未申告者は対象外になります 

 
平成18年度に納入すべき
市民税額による階層区分 

非課税となる世帯 
（生活保護世帯を含む） 
 

均等割だけ課税になる世帯 
（所得割非課税世帯） 
 

非課税となる世帯 
（生活保護世帯を含む） 
 

均等割だけ課税になる世帯 
（所得割非課税世帯） 
 

非課税となる世帯 
（生活保護世帯を含む） 
 

均等割だけ課税になる世帯 
（所得割非課税世帯） 
 

所得割額が18,600円以下
となる世帯 
 

所得割額が135,000円以
下となる世帯 

 

20,000円  
 
 
 

 

15,200円  
 
 
 

140,500円 
  
 

106,500円 
  
 

80,900円 
 
 

56,900円 

1人就園の場合および
同一世帯から2人以上
就園している場合の最
年長者 

 

38,000円  
 
 
 

 

28,900円  
 
 
 

185,000円 
  
 

161,000円 
  
 

143,000円 
 
 

126,000円 

同一世帯から2人以上
就園している場合の次
年長者 

同一世帯から3人以上
就園している場合の左
以外の園児 

 

66,000円  
 
 
 

 

50,300円  
 
 
 

257,000円 
  
 

250,000円 
  
 

243,000円 
 
 

238,000円 

通常の場合 
小学1年生の兄・姉 

 

26,000円  
 
 
 

 

19,800円  
 
 
 

156,000円 
  
 

125,000円 
  
 

102,000円 
 
 

80,000円 

1人就園の場合および
同一世帯から2人以上
就園している場合の最
年長者 

同一世帯から2人以上
就園している場合の左
以外の園児 

 

32,000円  
 
 
 

 

24,400円  
 
 
 

170,000円 
  
 

143,000円 
  
 

122,000円 
 
 

103,000円 

小学１年生の兄・姉がいる場合 

（第1子） （第2子） （第3子以降） （第1子） （第2子） （第3子以降） 

・
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期日 6月17日（土）
時間 午後2時開始
内容 「しろつめ草の会」の皆さんによ
る読み聞かせ
申し込み 開始10分前から

期日 6月24日（土）
時間 午後2時開始
内容 短冊などの七夕
飾りを作ります

申し込み 開始10分前から

期日 6月25日（日）
時間 午後2時開始
対象 小学3年生から中学生
内容 小・中学生の部に分かれて、1位か
ら3位まで賞状と賞品が出ます
申し込み 開始10分前から

期日 6月12日（月）から25日（日）まで
※14日・21日の水曜日は除きます
時間 午前9時30分～午後6時
内容 風船にカエルの顔を付けて遊びます
申し込み 各日とも午前9時30分から随時

期日 6月13日（火）
時間 午前11時開始
内容 「たんぽぽの会」の皆さんによる
絵本や紙芝居の読み聞かせ
申し込み 開始10分前から

期日・対象
7月11日（火）＝0歳児
7月18日（火）＝1歳児
7月25日（火）＝2歳児

時間 午前10時30分開始
定員 各10組（先着順）
申し込み 6月19日（月）から直接

期日 6月18日（日）
時間 午後2時開始
対象 小学生以上
定員 30人（先着順）
内容 プラスチックの板を使ってキーホ
ルダーを作ります
参加料 100円
申し込み 6月10日（土）から直接また
は電話で

今月の投影番組
テーマ 夏の天の川で星座を探そう
投影開始 6月10日（土）から
内容 天の川にかかる夏の星座や、明る
い星たちを紹介します
投影日時 土・日曜日＝午前11時・午後
1時30分・4時開始
※6月3日（土）・4日（日）は番組入
れ替えのため休みます

期日 6月17日（土）・18日（日）
時間 午前10時～午後4時
対象 幼児（保護者同伴）、小学生
内容 紙粘土で作ったマスコットにメッセ
ージを添えて、つるし飾りを作ります
申し込み 各日とも午前10時から随時

期日・会場
6月21日（水）＝赤堀児童館
6月22日（木）＝赤堀あさひ児童館
6月27日（火）＝赤堀南児童館

時間 午前10時30分～11時30分
対象 幼児（保護者同伴）
内容 七夕飾りを作ります
申し込み 各館ごとに当日午前10時から

期日 6月12日（月）・13日（火）
時間 午前10時～午後4時30分
内容 障子紙を使って折り染めをします
申し込み 各日とも午前10時から随時

期日 6月19日（月）から24日（土）まで
時間 午前10時～午後4時15分
対象 誰でも参加できます
申し込み 各日とも午前10時から随時

期日 6月17日（土）
時間 午後1時開始
対象 小学生
定員 30人（先着順）
参加料 100円
申し込み 6月5日（月）から参加料を添えて

期日 6月17日（土）
時間 午後1時30分開始
対象 小学生以上
定員 30人（先着順）
申し込み 6月10日（土）から直接また
は電話で

読み聞かせの会

読み聞かせの会

父の日プレゼント作り

父の日プレゼント作り

折り染め体験

パチンコ作り

あそびの教室

バドミントン大会

ぽんぽんカエルボール作り

親子でリトミック

七夕飾り作り

プラネタリウム

わいわいクラブ～スポーツチャンバラ～

うちわ作り～折り染めを使って～
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あずま図書館 境図書館 

今月の休館日 

赤堀図書館 

伊勢崎市図書館 

■おはなしタイム

期日 ６月10日（土）
時間 午後２時30分開始
会場 視聴覚室
内容 「しろつめ草の会」の皆さんによる
絵本や紙芝居などの読み聞かせ

■こどもアニメシアター

「ポケットモンスター　裂空の訪問者」

期日 ６月18日（日）
時間 午後１時30分開始
会場 視聴覚室

■名作シアター

「ミッション・インポッシブル」

期日 ６月25日（日）
時間 午後１時30分開始
会場 視聴覚室

■第5回企画展「丸ポストのある風景」

期間 ６月29日（木）まで
会場 ミニギャラリー
内容 柳沢哲也さんが全国にある「丸ポス
ト」を撮影した写真を展示します

■「子馬の会」の皆さんによる読み聞かせ

期日 ６月10日（土）
時間 午後２時開始
会場 赤堀公民館

■子ども放送局

期日 ６月10日・24日の土曜日
時間 午前11時～正午
※10日は午前11時45分まで

会場 赤堀芸術文化プラザ

赤堀・あずま・境図書館
5日・12日・19日・26日の月曜日と30日
（館内整理日）

■こども映画会

「ワンピ－ス

～珍獣島のチョッパー王国～」

期日 ６月24日（土）
時間 午後２時開始
会場 講座室
内容 王なる宝を求めて珍獣たちの楽園を
目指すルフィー一行だが…。

■「たんぽぽの会」の皆さんによる読み聞

かせ

期日 ６月17日・７月１日の土曜日
時間 午後２時30分開始
会場 絵本コーナー

■としょかんこども会

期日 ６月24日（土）
時間 午前11時開始
会場 ２階集会室
内容 「まつぼっくり」の皆さんによるス
ライドを使った絵本などの読み聞かせ

■おはなし会

期日 土・日曜日
時間 午前11時・午後２時開始
会場 １階児童室
内容 図書館職員による絵本や紙芝居の読
み聞かせ

伊勢崎市図書館
7日・14日・21日・28日の水曜日と
13日から20日まで（蔵書整理期間）

市民プラザ図書室
13日・27日の火曜日

h
ttp
://w

w
w
.lib
rary.ise

saki.g
u
n
m
a.jp

図書館ボランティア募集
対象 県内に在住の人で、土・日曜日中心

（平日でも）に活動できる人

内容 本棚の整理など

※詳しくは伊勢崎市図書館まで
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伝
統
文
化
に
触
れ
る
 

５月20日から28日まで、赤堀歴史
民俗資料館で伊勢崎の絵絣展が開
催されました。絵絣の展示のほか、
市指定重要文化財「伊勢崎の太
織」の展示や機織り体験などが行
われ、来館者は伝統ある「いせさき
織物」の魅力に触れていました。 

▲ コースターづくりに挑戦

▲ ラベンダーの苗木を配布

５月３日から５日まで、華蔵寺公園でグ
リーンフェスタ2006が開催されました。
つつじが咲き誇る中、苗木の無償配布
やダンスショー、マスのつかみ取りな
ど多彩なイベントが行われ、子どもか
ら大人まで大勢の人が楽しんでいました。 

グリーンフェスタが盛大に開催 

蜻
ど
う
だ
、
つ
か
ま
え
た
ぞ

蜷
息
の
合
っ
た
見
事
な
ダ
ン
ス
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▲ 話に聞き入る子どもたち

▲ 委嘱状を受け取るモニター

▲ 誰の水鉄砲が一番遠くに飛んだかな

▲ 担当者から説明を受ける学生

５月15日、伊勢崎商工会議
所でいせさき就職面接会が
開催され、伊勢崎佐波地区
の企業43社が参加しました。
113人の学生がそれぞれプロ
フィールカードを手に面接に
臨み、希望する企業の担当者
に熱心に質問をしていました。 

就職活動を支援します 

４月26日、市役所本庁で市
政モニター委嘱状交付式が行
われ、本年度は19人が委嘱
されました。モニターの皆さ
んには、日常生活の中で感じ
た意見や疑問・提案などを
報告していただき、今後の市
政に反映させていきます。 

市民の声を市政に 

蜻
優
勝
を
目
指
し
て
、
真
剣
勝
負

４月 17 日から 28 日まで、
市内の11公民館で、親子で
ぴょんぴょんが開催。ブック・
スタートの親子を対象に、
絵本の読み聞かせや赤ちゃん
体操、子育ての情報交換な
どが行われ、参加者は親子の
ふれあいを楽しんでいました。 

親子でぴょんぴょん 

５月５日、児童センターや市内の
児童館でさまざまなイベントが行
われました。あやめ児童館では、の
こぎりで竹を切り、水鉄砲を作成。
きく児童館では、春のべーゴマ大
会が開催され、大人顔負けのハイ
レベルな技が披露されました。 

子どもの日は楽しかったね 

百
歳
ば
ん
ざ
い

４月30日、百歳の誕生日を迎えた田部
井ちよさん（平塚）は、矢内市長の慶祝
訪問を受けました。自宅の庭先で花を
育てるのが、何よりも楽しみというちよ
さん。長生きの秘けつは「野菜を食べる
ことと、いつも腹八分目」だそうです。 

▲ 慶祝を受ける田部井ちよさん
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毎
月
16
日
は「
県
民
防
犯
の
日
」

で
す
。
ま
た
、
６
月
11
日
（
日
）

か
ら
20
日
（
火
）
ま
で
は
夏
の
県

民
防
犯
運
動
で
す
。

身
の
回
り
の
防
犯
対
策
を
見
直

し
、
自
主
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
す

る
な
ど
、
犯
罪
の
起
こ
り
に
く
い

ま
ち
づ
く
り
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

●
記
念
式
典
・
講
演
会

期
日

６
月
16
日
（
金
）

時
間

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

講
師

小
田
啓
二
さ
ん
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
日
本
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
エ
ン
ジ

ェ
ル
ス
理
事
長
）

●
防
犯
機
器
展
示

期
日
・
時
間

６
月
16
日
（
金
）

＝
午
後
１
時
〜
４
時
、
17
日
（
土
）

＝
午
前
10
時
〜
午
後
６
時
、
18
日

（
日
）
＝
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

＊
　
　
　
＊

い
ず
れ
も

会
場

文
化
会
館

問
い
合
わ
せ

県
人
権
男
女
共
同

参
画
課
（
蕁
０
２
７
―
２
２
６
―

２
３
５
５
）
ま
た
は
県
警
察
本
部

生
活
安
全
企
画
課
（
蕁
０
２
７
―

２
４
３
―
０
１
１
０
）

消
防
技
術
の
向
上
と
団
員
の
士

気
高
揚
を
図
る
た
め
、
消
防
団
に

よ
る
ポ
ン
プ
自
動
車
操
法
大
会
を

開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
皆
さ
ん
で

お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

期
日

●
市
大
会
＝
６
月
４
日
・
11
日
の

日
曜
日

●
伊
勢
崎
佐
波
大
会
＝
６
月
25
日

（
日
）

時
間

午
前
９
時
開
会

会
場

ち
び
っ
子
広
場
（
坂
東
大

橋
上
流
利
根
川
河
川
敷
）

問
い
合
わ
せ

消
防
本
部
総
務
課

（
蕁
（25）
３
５
１
１
）

期
日

６
月
25
日
（
日
）

時
間
・
対
象

【
第
1
回
】

午
後
１
時
15
分
〜

２
時
45
分
＝
発
達
が
気
に
な
る
幼

児
、
発
達
障
害
児
（
小
学
１
・
２

年
生
）

【
第
2
回
】

午
後
３
時
〜
４
時

30
分
＝
知
的
障
害
児
（
小
学
１
〜

３
年
生
程
度
）

会
場

絣
の
郷
（
円
形
交
流
館
）

定
員

各
10
組
（
先
着
順
）

内
容

講
義
と
親
子
参
加
の
遊
び

を
通
じ
て
、
発
達
の
気
に
な
る
子

ど
も
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
取
り
方
を
学
び
ま
す

講
師

是こ
れ

枝え
だ

喜
代
治
さ
ん
（
東
京

福
祉
大
学
教
授
）

参
加
料

無
料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

６
月

15
日
（
木
）
ま
で
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

樫
の
木
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
蕁
（30）
５

０
１
１
）

障
害
者
（
児
）
を
持
つ
家
族
が

集
ま
り
交
流
す
る
場
で
す
。
悩
み

や
喜
び
な
ど
話
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

期
日

６
月
８
日
（
木
）

時
間

午
前
10
時
〜
正
午

会
場

絣
の
郷
（
円
形
交
流
館
）

参
加
料

無
料

問
い
合
わ
せ

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
樫
の

木
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
蕁
（30）
５
０
１

１
）

期
間

６
月
23
日
（
金
）
か
ら
25

日
（
日
）
ま
で

時
間

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※
25
日
は
午
後
３
時
ま
で

会
場

ふ
く
し
プ
ラ
ザ

内
容

仏
像
彫
刻
の
展
示

問
い
合
わ
せ

木
遊
会
事
務
局
の

大
和
紀
元
さ
ん（
蕁
（23）
７
３
８
９
）

■伊勢崎市役所 　24－5111 
■赤堀支所 　62－1151 
 
■火災情報案内 　0180－99－2999

■あずま支所 　62－1311 
■境支所 　74－1111 
 

催
し 
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姉
妹
都
市
親
善 

　
　
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
シ
リ
ー
ズ 

し
　
ま
い
　
と
　
　
し
　
し
ん  

ぜ
ん 

そ

ふ

と

ぼ

ー

る

し

り

ー

ず

 

姉
し

妹
まい

都
と

市
し

ス
す

プ
ぷ

リ
り

ン
ん

グ
ぐ

フ
ふ

ィ
ぃ

ー
ー

ル
る

ド
ど

市
し

より使
し

節
せつ

団
だん

としてソ
そ

フ
ふ

ト
と

ボ
ぼ

ー
ー

ル
る

チ
ち

ー
ー

ム
む

が来
らい

伊
い

し、市
し

選
せん

抜
ばつ

チ
ち

ー
ー

ム
む

と試
し

合
あい

を行
おこな

います。白
はく

熱
ねつ

した試
し

合
あい

を見
み

にき
ませんか。

期
き

日
じつ

・時
じ

間
かん

開
かい

会
かい

式
しき

＝6月
がつ

9日
ここのか

（金
きんようび

）・午
ご

後
ご

6時
じ

30分
ぷん

開
かい

始
し

第
だい

1試
し

合
あい

＝6月
がつ

9日
ここのか

（金
きんようび

）・午
ご

後
ご

7時
じ

開
かい

始
し

第
だい

2試
し

合
あい

＝6月
がつ

10
とお

日
か

（土
どようび

）・午
ご

前
ぜん

10時
じ

開
かい

始
し

第
だい

3試
し

合
あい

＝6月
がつ

10
とお

日
か

（土
どようび

）・午
ご

後
ご

1時
じ

開
かい

始
し

第
だい

4試
し

合
あい

＝6月
がつ

11日
にち

（日
にちようび

）・午
ご

前
ぜん

10時
じ

開
かい

始
し

第
だい

5試
し

合
あい

＝6月
がつ

11日
にち

（日
にちようび

）・午
ご

後
ご

1時
じ

開
かい

始
し

※雨
う

天
てん

時
じ

は中
ちゅう

止
し

です
会
かい

場
じょう

市
し

ソ
そ

フ
ふ

ト
と

ボ
ぼ

ー
ー

ル
る

球
きゅう

場
じょう

問
と

い合
あ

わせ 国
こく

際
さい

課
か

（内
ない

線
せん

2115）

県
民
防
犯
の
日
記
念
事
業

市
消
防
団
ポ
ン
プ
操
法
大
会

発
達
を
考
え
る
勉
強
会

〜
発
達
の
気
に
な
る

お
子
さ
ん
と
一
緒
に
〜

お

し

ゃ

べ

り

会

第
４
回
木
遊
会
作
品
展

魅

惑

の

仏

た

ち



日に

本ほ
ん

人じ
ん

を
含ふ

く

む
さ
ま
ざ
ま
な
国く

に

の
人ひ

と

た
ち
が
集あ

つ

ま
り
、
多た

文ぶ
ん

化か

共き
ょ
う

生せ
い

社し
ゃ

会か
い

づ
く
り
な
ど
に
つ
い
て
話は

な

し
合あ

い
ま
す
。
傍ぼ

う

聴ち
ょ
う

は
自じ

由ゆ
う

で
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
国く

に

の
人ひ

と

た
ち
の
意い

見け
ん

や
考か

ん
が

え
を
聞き

い
て
み
ま
せ
ん
か
。

期き

日じ
つ

６
月が

つ

18
日に

ち

（
日

に
ち
よ
う
び）

時じ

間か
ん

午ご

後ご

１
時じ

30
分ぷ

ん

〜
４
時じ

30
分ぷ

ん

会か
い

場じ
ょ
う

文ぶ
ん

化か

会か
い

館か
ん

問と

い
合あ

わ
せ

国こ
く

際さ
い

課か

（
内な

い

線せ
ん

２

１
１
４
）

期
日

６
月
15
日
（
木
）

時
間

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

会
場

市
民
プ
ラ
ザ

定
員

20
人
（
先
着
順
）

内
容

再
就
職
の
心
構
え
・
雇
用

情
勢
・
社
会
保
険
・
税
金
な
ど

参
加
料

無
料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

21
世

紀
職
業
財
団
群
馬
事
務
所
（
蕁
０

２
７
―
２
２
３
―
２
０
２
３
）

期
日

６
月
21
日
（
水
）

時
間

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
15
分

会
場

前
橋
テ
ル
サ
（
前
橋
市
）

対
象

企
業
の
人
事
労
務
担
当
者
、

労
働
者

内
容

●
均
等
推
進
企
業
表
彰

●
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
ア
ク
シ
ョ
ン
の
取

組
事
例
発
表
や
改
正
男
女
雇
用
機

会
均
等
法
案
の
ポ
イ
ン
ト
の
説
明

●
講
演
「
職
場
に
お
け
る
女
性
の

能
力
発
揮
に
向
け
て
の
企
業
の
課

題
」

参
加
料

無
料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

６
月

15
日
（
木
）
ま
で
に
21
世
紀
職
業

財
団
群
馬
事
務
所
（
蕁
０
２
７
―

２
２
３
―
２
０
２
３
）

期
日

７
月
１
日
（
土
）

時
間

午
後
６
時
30
分
開
演
（
30

分
前
開
場
）

会
場

文
化
会
館

曲
目

Ａ
Ｈ
Ａ
Ｒ
Ｄ
Ｄ
Ａ
Ｙ
Ｓ

Ｎ
Ｉ
Ｇ
Ｈ
Ｔ
、
遠
く
で
汽
笛
を
聞

き
な
が
ら
、
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
、

ル
ビ
ー
の
指
環
、
時
の
過
ぎ
行
く

ま
ま
に
ほ
か

入
場
料

２
、
２
０
０
円
（
全
席

自
由
）

※
前
売
券
＝
２
、
０
０
０
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

団
長

の
浜
田
樹
さ
ん
（
蕁
（62）
９
３
７
８
、

h
ttp
://w
w
w
1
5
.w
in
d
.n
e.jp

）

２
年
に
一
度
行
わ
れ
る
す
て
き

な
仲
間
た
ち
と
ふ
れ
あ
う
合
唱
コ

ン
サ
ー
ト
で
す
。
ぜ
ひ
、
皆
さ
ん

で
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

期
日

６
月
25
日
（
日
）

時
間

午
後
２
時
開
演
（
30
分
前

開
場
）

会
場

文
化
会
館

入
場
料

無
料

問
い
合
わ
せ

代
表
の
田
中
悦
子

さ
ん
（
蕁
（26）
０
７
７
７
）

期
日

６
月
15
日
（
木
）

時
間

午
前
11
時
〜
午
後
１
時
30
分

会
場

ふ
く
し
プ
ラ
ザ

販
売
品

中
古
衣
類
・
寄
贈
品
・

農
産
物
・
手
作
り
菓
子
な
ど

問
い
合
わ
せ

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ア
ー

チ
の
会
事
務
局（
蕁
（21）
９
１
１
２
）

期
日

６
月
10
日
（
土
）

時
間

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

会
場

住
吉
会
館
（
緑
町
）

販
売
品

手
作
り
菓
子
・
常
備
菜

日
用
雑
貨
品
な
ど

問
い
合
わ
せ

伊
勢
崎
友
の
会
の

森
村
さ
ん
（
蕁
（23）
１
３
２
９
）

17

環
境
省
で
は
、
地
球
温
暖
化
防

止
の
た
め
、
６
月
17
日
（
土
）
か

ら
21
日
（
水
）
ま
で
の
５
日
間
、

Ｃ
Ｏ
２

削
減
／
ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま
す
。

こ
れ
は
、「
こ
う
す
れ
ば
地
球

温
暖
化
は
防
げ
る
」
と
い
う
こ
と

に
、
気
付
き
、
伝
え
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
あ
る
と
考
え
、
そ
の
代

表
的
な
行
動
で
あ
る
「
消
灯
＝
ス

イ
ッ
チ
・
オ
フ
」
の
実
施
を
広
く

呼
び
か
け
る
た
め
の
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
で
す
。

特
に
、
６
月
18
日
（
日
）
の
夜

を
「
ブ
ラ
ッ
ク
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
２
０
０
６
」
と
題
し
、
午
後
８

時
か
ら
10
時
ま
で
の
２
時
間
、
ラ

イ
ト
ア
ッ
プ
施
設
や
各
家
庭
の
電

気
を
一
斉
に
消
し
て
い
た
だ
く
よ

う
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
も
、
こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
の
趣
旨
に
ご
賛
同
い
た
だ
き
、

自
分
た
ち
に
で
き
る
地
球
温
暖
化

防
止
運
動
と
し
て
、
ぜ
ひ
、
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

県
環
境
政
策
課（
蕁

０
２
７
―
２
２
６
―
２
８
１
７
）

ま
た
は
環
境
保
全
課
（
内
線
３
４

０
４
）

ブ
ラ
ッ
ク
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

2
0
0
6

本市では、行政改革の一環として、各種団体などに対して交付

する補助金または交付金の適正化および効果的な交付を図るため、

市補助金等検討審議会を設置しました。

5月2日には第1回の審議会が開催され、今後、補助金の審査基

準や交付基準、補助金対象事業の見直しなどについて協議を進め

ていきます。

問い合わせ 財政課（内線2472）

市補助金等検討審議会を設置しました

平へ
い

成せ
い

18
年ね

ん

度ど

第だ
い

１
回か

い

外が
い

国こ
く

人じ
ん

共き
ょ
う

生せ
い

会か
い

議ぎ

パ

ー

ト

タ

イ

ム

労

働

ガ

イ

ダ

ン

ス

６
月
は
男
女
雇
用
機
会
均
等
月
間

男
女
雇
用
均
等
推
進
セ
ミ
ナ
ー

合
唱
団
コ
ー
ル
・
ル
ー
エ

第
26
回
定
期
演
奏
会

コ
ー
ル
ぽ
こ
・
あ
・
ぽ
こ

す
ば
ら
し
き
仲
間

Ｗ
Ｏ
Ｍ
Ａ
Ｎ
２
０
０
６

福

祉

バ

ザ

ー

友

愛

セ

ー

ル

,

・



期
日

６
月
21
日
（
水
）
か
ら
７

月
５
日
（
水
）
ま
で
（
全
10
回
）

※
土
・
日
曜
日
と
６
月
27
日（
火
）

は
除
き
ま
す

時
間

午
後
７
時
〜
９
時

会
場

市
民
プ
ラ
ザ

対
象

市
内
に
在
住
・
在
勤
の
人

※
す
で
に
受
講
し
た
人
は
除
き
ま

す定
員

10
人
（
先
着
順
）

※
１
人
で
複
数
人
の
申
し
込
み
は

で
き
ま
せ
ん

講
師

大
竹
賢
治
さ
ん

参
加
料

１
０
、
０
０
０
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

６
月

11
日
（
日
）
午
前
９
時
か
ら
参
加

料
を
添
え
て
市
民
プ
ラ
ザ
（
蕁
（32）

９
４
８
８
）

期
日

７
月
１
日
・
８
日
の
土
曜

日時
間

午
前
10
時
〜
正
午

会
場

北
公
民
館

対
象

生
後
２
か
月
以
上
８
か
月

未
満
の
乳
児
と
そ
の
親

定
員

15
組

内
容

植
物
オ
イ
ル
を
使
っ
た
ベ

ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
し
ま
す

講
師

石
原
香
苗
さ
ん

参
加
料

５
０
０
円

用
意
す
る
も
の

バ
ス
タ
オ
ル
２

枚
・
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

６
月

14
日
（
水
）
午
前
９
時
か
ら
直
接

ま
た
は
電
話
で
北
公
民
館
（
蕁
（25）

４
５
４
７
）

期
日

６
月
21
日
・
28
日
の
水
曜

日時
間

午
前
10
時
〜
午
後
２
時

会
場

南
公
民
館

定
員

20
人

講
師

飯
塚
順
子
さ
ん

参
加
料

１
、
６
０
０
円
（
材
料

費
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

６
月

14
日
（
水
）
午
前
９
時
か
ら
参
加

料
を
添
え
て
南
公
民
館
（
蕁
（26）
８

３
３
３
）

期
日

６
月
23
日
・
30
日
の
金
曜

日時
間

午
後
２
時
〜
４
時

会
場

北
公
民
館

定
員

20
人

内
容

ビ
ー
ズ
を
使
っ
て
ネ
ッ
ク

レ
ス
と
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
を
作
り
ま
す

講
師

松
井
圭
子
さ
ん

参
加
料

３
、
０
０
０
円
（
材
料

費
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

６
月

12
日
（
月
）
午
前
９
時
か
ら
参
加

料
を
添
え
て
北
公
民
館
（
蕁
（25）
４

５
４
７
）

期
日

６
月
21
日
・
７
月
５
日
・

19
日
・
26
日
・
８
月
９
日
・
23
日

９
月
６
日
・
13
日
の
水
曜
日
（
全

８
回
）

時
間

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30

分会
場

茂
呂
公
民
館

定
員

30
人

内
容

生
花
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
・

姿
勢
矯
正
ダ
イ
エ
ッ
ト
ヨ
ガ
・
料

理
教
室
・
お
香
作
り
・
ビ
ー
ズ
ア

ク
セ
サ
リ
ー
作
り
・
コ
ン
ニ
ャ
ク

作
り
な
ど

参
加
料

５
０
０
円

※
別
途
、
材
料
費
が
か
か
り
ま
す

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

６
月

12
日
（
月
）
午
前
９
時
か
ら
参
加

料
を
添
え
て
茂
呂
公
民
館
（
蕁
（25）

２
６
７
１
）

18

講
座 

地球温暖化対策の推進を図り、皆さんの良好な生活環境を

確保するため、「市地球温暖化対策地域推進計画」と「市地球

温暖化対策実行計画」を策定しました。

●市地球温暖化対策地域推進計画

市・市民・事業者それぞれが主体となって温暖化対策に取

り組むため、「地球温暖化対策地域協議会」を組織してお互い

の連携を図り、計画の推進や情報の収集・提供・交換を行う

ことを目的としています。

●市地球温暖化対策実行計画

市の事務・事業において、職員一人ひとりが率先して温室

効果ガス排出の抑制に努め、市民・事業者の自主的な取り組

みを促すことを目的としています。

問い合わせ 環境保全課（内線3404）

平成18年度から22年度までの間に、二酸化炭素な
どの温室効果ガスの排出量を基準年（平成16年度）
から5％削減することを目標としています。

地球温暖化対策に向けて 地球温暖化対策に向けて 

ナイターレース開催中 

◆共同通信社杯 
　 ＧⅠプレミアムカップオートレース2006 IN SUMMER

◆【場外発売】埼玉県営第3回1節（川口） 

◆【場外発売】船橋市営第2回2節（船橋） 

◆第29回東京中日スポーツ杯争奪戦 

◆【場外発売】船橋市営第2回2節（船橋） 

◆第29回東京中日スポーツ杯争奪戦 

初
心
者
パ
ソ
コ
ン
教
室

親
子
で
楽
し
む

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
教
室

女
性
学
級

初
心
者

天
然
酵
母
の
パ
ン
作
り
教
室

女
性
学
級

ビ
ー
ズ
ア
ク
セ
サ
リ
ー
教
室

女
性
学
級

さ
わ
や
か
ラ
イ
フ
セ
ミ
ナ
ー

・



期
日

７
月
５
日
か
ら
８
月
30
日

ま
で
の
水
曜
日
（
全
８
回
）

※
８
月
16
日
は
除
き
ま
す

時
間

午
後
４
時
30
分
〜
６
時
30

分※
夏
休
み
期
間
中
は
午
前
10
時
〜

正
午

会
場

赤
堀
公
民
館

対
象

小
学
生

定
員

20
人

内
容

古
典
舞
踊
を
中
心
に
、
み

ん
な
で
楽
し
く
踊
り
ま
す

講
師

坂
東
流
三
奈
会
会
主
・
坂

東
英
三
郎
（
常
木
成
子
さ
ん
）

参
加
料

２
、
０
０
０
円
（
材
料

費
）

用
意
す
る
も
の

足
袋
・
浴
衣

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

６
月

12
日
（
月
）
午
前
９
時
か
ら
参
加

料
を
添
え
て
赤
堀
公
民
館
（
蕁
（62）

１
１
５
３
）

期
日

７
月
23
日
（
日
）

時
間

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

会
場

青
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー

対
象

小
学
３
年
生
以
上

※
小
学
３
年
生
未
満
は
保
護
者
同

伴
で
参
加
で
き
ま
す

定
員

30
人
（
先
着
順
）

内
容

Ｔ
シ
ャ
ツ
に
特
殊
な
絵
の

具
で
絵
や
模
様
を
描
き
ま
す

参
加
料

１
、
０
２
５
円
（
受
講

料
・
昼
食
代
）

用
意
す
る
も
の

白
無
地
Ｔ
シ
ャ
ツ

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

６
月

18
日
（
日
）
午
前
９
時
か
ら
直
接

ま
た
は
電
話
で
青
少
年
育
成
セ
ン

タ
ー
（
蕁
（23）
５
８
０
０)

19

子
ど
も
日
本
舞
踊
教
室

オ
リ
ジ
ナ
ル
Ｔ
シ
ャ
ツ

作
り
教
室

7・8月の IT講習 
受講者募集 
IT講習 
受講者募集 
IT講習 
受講者募集 

I T講習日程表 

25－4547

26－8333

26－4560

25－2671

23－1952

25－2356

32－0034

32－0350

62－1153

62－0115

76－0013

生涯学習課 
（内線2433） 

各10人 

（先着順） 

午前9時～正午 

午後6時30分～9時30分 

午前9時～正午 

午後1時30分～4時30分 

午後1時30分～4時30分 

午前9時～正午 

午後1時30分～4時30分 

午後1時30分～4時30分 

午後1時30分～4時30分 

午前9時～正午 

午前9時～正午 

午後1時30分～4時30分 

午後1時30分～4時30分 

午後1時30分～4時30分 

午後1時30分～4時30分 

午後1時30分～4時30分 

午後6時～9時 

午後6時～9時 

午後1時30分～4時30分 

午後6時30分～9時30分 

午前9時～正午 

午後6時30分～9時30分 

午前9時30分～午後0時30分 

午後1時30分～4時30分 

 

7月25日～28日 

8月 1日～ 4日 

7月10日～13日 

8月 1日～ 4日 

7月 3日～ 6日 

8月14日～17日 

7月25日～28日 

8月22日～25日 

7月18日～21日 

8月 8日～11日 

7月18日～21日 

8月 8日～11日 

7月11日～14日 

8月15日～18日 

7月 4日～ 7日 

8月22日～25日 

7月25日～28日 

8月22日～25日 

7月 4日～ 7日 

8月14日～17日 

7月10日～13日 

8月 1日～ 4日 

7月18日～21日 

8月 7日～10日 

北 公 民 館  

南 公 民 館  

殖蓮公民館 

茂呂公民館 

三郷公民館 

宮郷公民館 

名和公民館 

豊受公民館 

赤堀公民館 

あ ず ま  
公 民 館  

境 采 女  
公 民 館  

広 瀬  
生涯学習館 

※広瀬生涯学習館については、6月19日（月）午前9時から電話で生涯学習課 

日　　程 時　　　　間 定　員 会　場 
申し込み・ 

問い合わせ 

期日・時間・会場 下表のとおり
内容 Microsoft Wordを使った文書作成の基本操作
参加料 無料
問い合わせ 生涯学習課（内線2433）
※公民館の受付開始日は各公民館によって異なります。直接、各公民館へお問い
合わせください



平
成
19
年
の
成
人
式
は
、
文
化

会
館
で
１
月
７
日
（
日
）
に
開
催

さ
れ
ま
す
。

成
人
式
の
開
催
に
向
け
て
、
式

の
企
画
や
準
備
、
式
当
日
の
運
営

に
協
力
で
き
る
人
を
募
集
し
ま
す
。

実
行
委
員
会
の
一
員
と
し
て
、
成

人
式
を
盛
り
上
げ
て
み
ま
せ
ん
か
。

募
集
人
数

４
人
（
公
募
委
員
）

※
公
募
委
員
の
ほ
か
、
市
内
各
中

学
校
区
当
た
り
１
人
程
度
の
新
成

人
が
任
命
さ
れ
ま
す

応
募
資
格

次
の
い
ず
れ
も
満
た

す
人

①
　
平
成
18
年
４
月
１
日
現
在
、

18
歳
以
上
21
歳
以
下
で
市
内
に

在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人

②

会
議
に
積
極
的
に
参
加
で
き

る
人

※
高
校
生
は
除
き
ま
す

活
動
期
間

８
月
上
旬
か
ら
平
成

19
年
１
月
下
旬
ま
で

※
月
２
回
程
度
、
平
日
の
夜
間
に

会
議
を
開
催
す
る
予
定
で
す

活
動
内
容

ど
の
よ
う
な
成
人
式

に
し
た
い
の
か
、
と
い
っ
た
企
画

の
初
期
段
階
か
ら
、
式
当
日
の
具

体
的
な
運
営
ま
で
、
す
べ
て
委
員

の
皆
さ
ん
で
準
備
を
進
め
ま
す

※
報
酬
は
あ
り
ま
せ
ん

応
募
方
法

応
募
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
直
接
ま
た
は
郵
送
、

フ
ァ
ク
ス
、
電
子
メ
ー
ル
で
市
民

活
動
課
へ

※
応
募
用
紙
は
市
民
活
動
課
・
市

役
所
本
庁
受
付
・
各
支
所
教
育
課

に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
同
じ
様
式
で

あ
れ
ば
、
自
分
で
作
成
し
て
も
構

い
ま
せ
ん

あ
て
先

〒
３
７
２
―
０
０
１
４

昭
和
町
１
７
１
２
―
２
　
市
民
活

動
課

フ
ァ
ク
ス
番
号

（21）
６
３
０
０

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

katu
d
o
@
city.isesaki.lg.jp

応
募
締
切
日

６
月
30
日
（
金
）

※
当
日
必
着

問
い
合
わ
せ

市
民
活
動
課
（
絣

の
郷
内
、
蕁
（21）
６
７
１
１
）

消
費
者
が
、
消
費
生
活
の
改
善

向
上
を
図
れ
る
よ
う
、
環
境
問
題

や
消
費
者
契
約
、
食
の
安
心
・
安

全
な
ど
、
消
費
生
活
に
関
す
る
さ

ま
ざ
ま
な
問
題
に
つ
い
て
、
約
２

３
０
人
の
会
員
が
研
修
・
実
践
を

し
て
い
ま
す
。
ど
な
た
で
も
気
軽

に
楽
し
め
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

内
容

料
理
教
室
・
手
芸
教
室
・

廃
食
油
を
利
用
し
た
せ
っ
け
ん
作

り
・
衣
服
の
リ
フ
ォ
ー
ム
・
講
演

会
・
見
学
会
な
ど

会
費

年
１
、
０
０
０
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

市
消

費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
絣
の
郷
内
、

蕁
（20）
７
３
０
１
）
ま
た
は
各
支
所

経
済
課

活
動
日

第
１
・
３
木
曜
日

時
間

第
１
木
曜
日
＝
午
後
７
時
〜
９
時

第
３
木
曜
日
＝
午
後
２
時
〜
４
時

会
場

茂
呂
公
民
館

講
師

竹
原
茂
さ
ん

会
費

月
１
、
０
０
０
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

高
橋

信
義
さ
ん
（
蕁
（25）
８
８
４
８
）

活
動
日

土
曜
日

時
間

午
後
７
時
〜
９
時

会
場

絣
の
郷
（
市
民
交
流
館
）

内
容

初
心
者
か
ら
経
験
者
の
技

術
向
上
ま
で

講
師

阿
部
君
枝
さ
ん

会
費

２
、
０
０
０
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

あ
ん

ず
の
会
の
沢
口
さ
ん
（
蕁
（23）
３
６

７
２
）

「
母
子
家
庭
・
寡
婦
福
祉
県
民

大
会
」
は
母
子
家
庭
や
寡
婦
の
自

立
を
促
進
し
、
福
祉
の
増
進
を
図

る
た
め
に
、
毎
年
開
催
し
て
い
ま

す
（
本
年
は
８
月
10
日
（
木
）、

前
橋
市
民
文
化
会
館
で
開
催
）。

今
回
、
大
会
の
一
環
と
し
て
次

の
と
お
り
作
文
を
募
集
し
ま
す
。

皆
さ
ん
の
応
募
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

対
象

県
内
に
在
住
す
る
寡
婦
、

母
子
家
庭
の
母
親
ま
た
は
そ
の
子

（
小
・
中
・
高
校
生
）

内
容

こ
れ
ま
で
体
験
し
て
き
た

こ
と
や
家
族
、
家
庭
な
ど
を
題
材

と
し
、
原
稿
用
紙
１
、
５
０
０
字

程
度

応
募
方
法

原
稿
用
紙
に
住
所
・

氏
名
・
年
齢
（
学
年
）
・
電
話
番

号
を
記
入
し
、郵
送
し
て
く
だ
さ
い

あ
て
先

〒
３
７
１
―
０
８
４
３

前
橋
市
新
前
橋
町
13
―
12

県
社

会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
内
　
県
母

子
寡
婦
福
祉
協
議
会

応
募
締
切
日

７
月
21
日
（
金
）

※
当
日
必
着

問
い
合
わ
せ

県
母
子
寡
婦
福
祉

協
議
会
（
蕁
０
２
７
―
２
５
５
―

６
６
３
６
）
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募
集 

休日の漏水修繕などについては、竜宮浄水場
（蕁24ー1760）または下記の水道指定工事店
へ連絡してください。

６月17日（土）

６月18日（日）

６月24日（土）

６月25日（日）

豊鉄水工業（株）

（株）丸橋設備

（株）栗原建設

（有）矢島設備

蕁32ー1526

蕁25ー2412

蕁25ー6720

蕁24ー5840

平
成
19
年

成
人
式
実
行
委
員
会

委
員
募
集

市
く
ら
し
の
会
会
員
募
集

茂
呂
写
友
会
会
員
募
集

ソ
シ
ア
ル
ダ
ン
ス
あ
ん
ず
の
会

会
　
員
　
募
　
集

第
57
回

母
子
家
庭
・
寡
婦
福
祉
県
民
大
会

作

文

募

集

・



伊勢崎佐波医師会病院 

「
こ
ど
も
エ
コ
ク
ラ
ブ
」
は
、

幼
児
か
ら
高
校
生
ま
で
、
子
ど
も

な
ら
誰
で
も
参
加
で
き
る
環
境
活

動
の
ク
ラ
ブ
で
す
。
近
所
や
学
校

の
友
達
同
士
な
ど
、
数
人
か
ら
30

人
程
度
の
仲
間
と
活
動
を
支
え
る

大
人
（
サ
ポ
ー
タ
ー
）
が
集
ま
れ

ば
、
す
ぐ
に
活
動
を
始
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

活
動
内
容
は
、
環
境
に
関
す
る

も
の
で
あ
れ
ば
ど
の
よ
う
な
形
態

で
も
構
い
ま
せ
ん
。
自
然
観
察
や

環
境
調
査
、
リ
サ
イ
ク
ル
工
作
な

ど
、
地
域
の
中
で
身
近
に
で
き
る

環
境
活
動
に
自
由
に
取
り
組
む
こ

と
が
で
き
ま
す
。

小
さ
な
活
動
が
地
球
を
守
る
第

一
歩
に
つ
な
が
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、

あ
な
た
も
グ
ル
ー
プ
を
つ
く
っ
て

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

会
費

無
料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

環
境

保
全
課
（
内
線
３
４
０
４
）

活
動
日

第
１
・
２
・
３
月
曜
日

時
間

午
後
１
時
30
分
〜
２
時
30

分会
場

隣
保
館

講
師

戸
谷
淑
美
さ
ん

会
費

月
１
、
５
０
０
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

板
垣

ハ
チ
さ
ん
（
蕁
（24）
７
６
０
２)

期
日

７
月
１
日
か
ら
８
月
２
日

ま
で
の
水
・
土
曜
日
（
全
８
回
）

※
７
月
12
日
・
19
日
は
除
き
ま
す

時
間

午
後
７
時
〜
９
時

会
場

市
民
体
育
館
（
柔
道
場
）

対
象

市
内
の
小
・
中
学
生

定
員

30
人
（
先
着
順
）

内
容

基
本
か
ら
応
用
、試
合
ま
で

参
加
料

無
料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

６
月

12
日
（
月
）
か
ら
23
日
（
金
）
ま

で
に
直
接
市
民
体
育
館
（
蕁
（23）
７

０
１
５
）

期
日

７
月
２
日
（
日
）

時
間

午
前
９
時
30
分
〜
正
午

会
場

境
体
育
館

対
象

市
内
に
在
住
・
在
勤
の
小

学
生
以
上

講
師

飯
塚
悦
子
さ
ん（
太
極
拳
）、

黄
海
光
さ
ん
（
カ
ン
フ
ー
）

参
加
料

無
料

※
運
動
の
で
き
る
服
装
で
上
履
き

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

６
月

５
日
（
月
）
か
ら
30
日
（
金
）
ま

で
に
直
接
境
運
動
施
設
管
理
事
務

所（
境
公
民
館
内
、蕁
（74）
１
１
１
３
）

※
当
日
、
申
し
込
み
も
で
き
ま
す

期
日

６
月
22
日
（
木
）

時
間

正
午
〜
午
後
５
時

会
場

伊
勢
崎
イ
モ
ン
ボ
ー
ル（
柳

原
町
）
な
ど
県
ボ
ウ
リ
ン
グ
場
協

会
加
盟
ボ
ウ
リ
ン
グ
場

※
１
人
２
ゲ
ー
ム
を
無
料

※
貸
靴
代
３
０
０
円
は
各
自
負
担

申
し
込
み

当
日
、
直
接
会
場
へ

問
い
合
わ
せ

県
ボ
ウ
リ
ン
グ
場

協
会
（
蕁
０
２
７
―
２
６
６
―
０

６
３
１
）
ま
た
は
伊
勢
崎
イ
モ
ン

ボ
ー
ル
（
蕁
（26）
１
２
２
５
）

21

ス
ポ
ー
ツ 

こ
ど
も
エ
コ
ク
ラ
ブ

会
員
募
集

ダ
ン
ベ
ル
体
操
会
員
募
集

少
年
少
女
柔
道
教
室

太
極
拳
・
カ
ン
フ
ー
体
験
教
室

ボ
ウ
リ
ン
グ
の
日
県
民
無
料
招
待

整形外科の診療は、平日および休日、夜間も行ってい
ましたが、常勤医師が不在となり、診療日が変更になり
ました。市民の皆さんにはご迷惑をおかけしますが、よ
ろしくお願いします。
診療日 火・水曜日
診療時間 午前8時30分～正午
問い合わせ 伊勢崎佐波医師会病院（蕁24－0111）

整形外科医などが勤務している本市の医療機関
●市民病院（蕁25－5022）
●石井病院（蕁21－3111）
●鶴谷病院（蕁74－0670）
●福島病院（蕁24－3456）

※休日および夜間の診療の際には、各病院にお問い合わ
せください

今年も間もなくプールの季節がやって来ます。ぜひ
友達や家族など、皆さんでお出かけください。
※未就学児は保護者（有料）の同伴が必要です。ま
た、おむつが取れていない幼児はご遠慮ください
※日焼けどめローションやサンオイル、ピアスなど
の使用はご遠慮ください
※病気（伝染病疾患・皮膚病・心臓病など）の人は
ご遠慮ください

●あずまウオーターランド・屋外プールオープン
期間 7月1日（土）から8月31日（木）まで
※月曜日・祝日は休館です
※天候・気温などの都合で閉鎖する場合もあります

時間 平日＝正午～午後5時
土・日曜日＝午前10時～午後0時30分、

午後1時30分～5時
料金 高校生以上＝300円、小・中学生＝100円、
未就学児＝無料
問い合わせ あずまウオーターランド

（蕁62－9966）

●市民プールオープン
期間 7月8日（土）から8月31日（木）まで
※7月8日は無料開放
※天候・気温などの都合で閉鎖する場合もあります

時間 午前10時～午後5時
※7月8日は午後1時～5時

料金 一般＝210円、高校生＝100円、小・中学
生＝50円、未就学児＝無料
問い合わせ 市民体育館（蕁23－7015）



期
日

７
月
２
日
・
９
日
・
16
日

23
日
の
日
曜
日

時
間

午
前
９
時
〜
11
時
30
分

会
場

三
室
西
公
園
ス
ケ
ー
ト
ボ

ー
ド
場

対
象

小
学
生
ま
た
は
イ
ン
ラ
イ

ン
ス
ケ
ー
ト
初
心
者

定
員

20
人

参
加
料

１
、
０
０
０
円
（
保
険

料
を
含
み
ま
す
）

用
意
す
る
も
の

ロ
ー
ラ
ー
・
ヘ

ル
メ
ッ
ト
・
手
袋

申
し
込
み

６
月
４
日
（
日
）
か

ら
25
日
（
日
）
ま
で
に
参
加
料
を

添
え
て
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
（
市
民

体
育
館
内
、
蕁
（30）
１
３
０
２
）
へ

問
い
合
わ
せ

市
ス
ケ
ー
ト
協
会

の
山
田
さ
ん
（
蕁
（21）
７
８
０
９
）

期
日

７
月
９
日
（
日
）

時
間

午
前
８
時
30
分
開
会

会
場

市
民
体
育
館

参
加
資
格

●
市
内
ま
た
は
玉
村
町
内
に
在
住

在
勤
・
在
学
の
人

●
市
内
ま
た
は
玉
村
町
内
の
加
盟

団
体
に
所
属
し
て
い
る
人

※
本
大
会
を
11
月
に
開
催
さ
れ
る

県
民
体
育
大
会
（
秋
季
大
会
）
本
市

代
表
選
手
選
考
の
参
考
と
し
ま
す

種
別
・
種
目

シ
ン
グ
ル
ス
＝
小
学
生
男
・
女
、

中
学
生
男
・
女
、
高
校
生
男
・
女
、

一
般
男
・
女
、
30
歳
以
上
男
子
、

40
歳
以
上
男
子
、
50
歳
以
上
男
子
、

30
歳
以
上
女
子

団
体
戦
＝
男
・
女

出
場
制
限

シ
ン
グ
ル
ス
＝
１
人
１
種
目
ま
で

団
体
戦
＝
同
一
団
体
の
編
成
と
し
、

各
団
体
の
参
加
チ
ー
ム
は
３
チ
ー

ム
ま
で

※
小
学
生
は
シ
ン
グ
ル
ス
だ
け

参
加
料

シ
ン
グ
ル
ス
＝
９
０
０
円

※
小
・
中
学
生
＝
５
０
０
円

団
体
戦
＝
３
、
０
０
０
円

※
中
学
生
＝
１
、
５
０
０
円

※
当
日
、
会
場
で
お
支
払
い
く
だ

さ
い

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

６
月

26
日
（
月
）
ま
で
に
ス
ポ
ー
ツ
振

興
課
（
市
民
体
育
館
内
、
蕁
（30）
１

３
０
２
）
ま
た
は
市
卓
球
協
会
の

木
村
さ
ん
（
蕁
（25）
１
３
９
１
）

期
日

７
月
16
日
（
日
）

時
間

午
前
８
時
30
分
開
会

会
場

市
庭
球
場

参
加
資
格

市
内
に
在
住
・
在
勤

在
学
の
人

種
目

男
子
の
部
＝
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
ク
ラ
ス

女
子
の
部
＝
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
ク
ラ
ス

参
加
料

１
、
０
０
０
円

※
中
・
高
校
生
＝
８
０
０
円

※
申
し
込
み
時
に
お
支
払
い
く
だ

さ
い

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

７
月

２
日
（
日
）
ま
で
に
市
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
連
盟
の
川
端
さ
ん
（
蕁
（25）
１

８
２
０
）

期
日

７
月
16
日
（
日
）

時
間

午
前
８
時
30
分
開
会

会
場

第
二
市
民
体
育
館

参
加
資
格

市
内
に
在
住
・
在
勤

の
18
歳
以
上
の
人
で
構
成
さ
れ
た

協
会
登
録
チ
ー
ム

参
加
料

１
チ
ー
ム
（
７
人
）
＝

２
、
０
０
０
円

登
録
料

１
チ
ー
ム
＝
２
、
０
０

０
円

※
新
規
登
録
チ
ー
ム
を
募
集
し
て

い
ま
す

※
参
加
料
・
登
録
料
は
当
日
、
会

場
で
お
支
払
い
く
だ
さ
い

申
し
込
み

７
月
８
日
（
土
）
ま

で
に
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
（
市
民
体

育
館
内
、
蕁
（30）
１
３
０
２
）
へ

問
い
合
わ
せ

市
イ
ン
デ
ィ
ア
カ

協
会
事
務
局
の
上
村
さ
ん
（
蕁
（26）

３
９
７
４
）
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イ
ン
ラ
イ
ン
ス
ケ
ー
ト
教
室

・

市
長
杯
争
奪

市
民
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

第
26
回

会
長
杯
争
奪
卓
球
大
会

市
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
大
会

月 　日 　から　   日　 まで  危険物安全週間 日 土 

現代社会では、ガソリン・灯油などの石油類をはじめとす
る危険物は、自動車・ストーブの燃料・化粧品などの原料に
利用され、私たちが生活する上で欠かせないものとなってい
ます。
しかし、これらの危険物は、その取り扱いを一歩間違える

と、尊い生命や多くの財産を一瞬にして奪ってしまう非常に
危険なものです。
危険物を取り扱う際には、その安全を確保するために、次

のことを心がけましょう。
●みだりに火気を使用しない
●整理および清掃を行い、不必要な物品を置かない
●容器は破損・腐食がないものを使用し、転倒・落下・引き
ずるなどの行為をしない　
●地震などで転倒・落下・落下物などにより、容器が損傷を
受けないようにする　　　
※危険物関係事業所は、危険物の取り扱いに関する保安管理、
従事者の安全教育の徹底など、自主保安体制を確立してく
ださい
問い合わせ 消防本部予防課（蕁25－3311）

環境省では、地球温暖化を防止するため、夏の
オフィスの冷房設定温度を28℃程度にすること
を広く呼びかけています。
その一環として、28℃の室温でも涼しく効率

的に、そしておしゃれに働くことができるような
夏の軽装を、「ＣＯＯＬ　ＢＩＺ（クール・ビズ）」
と名付け、推進しています。

クール・ビスの基本スタイルは、「ノーネクタ
イ・ノー上着」です。市職員も、昨年からクー
ル・ビズを実践。全国的にも、環境にやさしい新
しいビジネススタイルとして注目されています。
皆さんも、ぜひ今年の夏は、クール・ビズでク

ールにキメてみませんか。
問い合わせ 環境保全課（内線3404）

・

・



期
日

６
月
８
日
・
７
月
13
日
の

木
曜
日

時
間

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

会
場

伊
勢
崎
商
工
会
議
所

対
象

中
小
企
業
者
ま
た
は
新
規

開
業
者

※
開
業
予
定
者
を
含
み
ま
す

内
容

事
業
資
金
や
新
規
開
業
者

の
融
資
相
談

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

各
日

の
前
日
ま
で
に
電
話
で
伊
勢
崎
商

工
会
議
所
（
蕁
（24）
２
２
１
１
）
ま

た
は
国
民
生
活
金
融
公
庫
前
橋
支

店
（
蕁
０
２
７
―
２
２
３
―
７
３

１
２
）

国
民
年
金
で
は
、
将
来
よ
り
高

い
年
金
給
付
を
受
け
る
た
め
に
、

第
１
号
被
保
険
者
（
国
民
年
金
基

金
の
加
入
者
を
除
く
）
や
65
歳
ま

で
の
任
意
加
入
者
は
、
希
望
に
よ

り
定
額
保
険
料
（
１
３
、
８
６
０

円
）
に
月
額
４
０
０
円
の
付
加
保

険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

付
加
保
険
料
を
納
め
る
と
、
老

齢
基
礎
年
金
に
付
加
年
金
（
２
０

０
円
×
付
加
保
険
料
を
納
め
た
月

数
）
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。

例
え
ば
、
10
年
間
付
加
保
険
料

を
納
め
る
と
、
10
年
×
12
月
×
２

０
０
円
＝
２
４
、
０
０
０
円
（
年

額
）
の
金
額
が
上
乗
せ
さ
れ
て
受

け
取
れ
ま
す
。

付
加
保
険
料
の
納
付
希
望
者
は
、

納
付
申
出
書
を
年
金
医
療
課
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
保
険
料
の
納

付
書
は
、
後
日
前
橋
社
会
保
険
事

務
所
か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
。

※
郵
便
に
よ
る
申
請
（
申
請
書
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
）
も
で
き
ま
す

問
い
合
わ
せ

年
金
医
療
課
（
内

線
２
１
５
１
）

国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

保
険
料
の
納
め
忘
れ
な
ど
で
未

納
と
な
っ
て
い
る
人
に
対
し
て
、

群
馬
社
会
保
険
事
務
局
の
委
託
を

受
け
た
会
社
が
、
夜
間
や
休
日
に

も
電
話
に
よ
る
納
付
の
案
内
を
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
前
橋
社
会
保

険
事
務
所
の
職
員
や
国
で
任
用
し

た
国
民
年
金
推
進
員
が
、
国
民
年

金
制
度
の
案
内
や
保
険
料
収
納
の

た
め
各
家
庭
を
訪
問
し
て
い
ま
す
。

大
事
な
年
金
の
受
給
権
を
失
わ

な
い
た
め
に
、
保
険
料
は
き
ち
ん

と
納
め
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
保
険
料
に
つ
い
て
、
市

の
職
員
が
電
話
や
訪
問
を
す
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
群
馬

社
会
保
険
事
務
局
の
委
託
を
受
け

た
会
社
が
、
電
話
に
よ
る
納
付
の

案
内
で
、
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

に
か
か
わ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
お

聞
き
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ

前
橋
社
会
保
険
事

務
所
（
蕁
０
２
７
―
２
３
１
―
１

７
０
５
）
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相
談 

お
知
ら
せ 

期日 第1・3日曜日
時間 午前9時～午後4時
問い合わせ 文化財保護課

（蕁24－0966）

至オートレース場 
至
市
民
病
院 

駒
形
バ
イ
パ
ス 

本屋 タイヤ店 タイヤ店 
（主）前橋・館林線 

信用金庫 信用金庫 カメラ店 カメラ店 

旧森村家住宅 旧森村家住宅 

 

自動車 
　販売店 
自動車 
　販売店 

P

特

別

金

融

相

談

会

国
民
年
金
に
は

付
加
年
金
制
度
が
あ
り
ま
す

国
民
年
金
保
険
料
の

納
付
案
内

●土地の管理をしましょう
雑草が生い茂る土地を放置する

と、害虫が発生するなど周辺の住
民に迷惑をかける場合がありま
す。また、空き地などには廃棄物
が不法投棄される事例も数多く見
受けられます。
「まちをきれいにする条例」では、土地の適正な管理

についても定めています。雑草を刈る、さくを設置する、
土地の見回りをするなど土地の管理に気を配り、環境美
化にご協力をお願いします。

●ごみの焼却は禁止されていま
す
法律および県条例により、構造

基準を満たした焼却炉で適正に焼
却する場合を除いて、廃棄物の焼
却は原則禁止されています。
市内には、いまだにごみの焼却

をしている家庭が見受けられます。
周辺の迷惑にもなりますので、ごみは必ず収集日に、決
められたステーションに出すようにしてください。

●犬のふんは持ち帰りましょう
犬を散歩させるときは、シャベ

ルと袋などを持ち歩き、犬がふん
をしたら必ず持ち帰るなど、適切
に処理してください。道路などの
公共空間を汚さないようにしまし
ょう。

問い合わせ 環境保全課（内線3453）

きれいな 
まちづくりのために 

きれいな 
まちづくりのために 



今
年
度
の
国
民
年
金
の
年
金
額

は
、
昨
年
の
全
国
消
費
者
物
価
指

数
（
平
均
）
の
変
動
に
応
じ
て
、

０
・
３
％
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。

今
年
４
月
分
か
ら
、
新
し
い
年

金
額
と
な
り
、
６
月
の
定
期
支
払

い
分
（
４
・
５
月
分
）
か
ら
、
改

定
後
の
年
金
が
支
払
わ
れ
ま
す（
金

額
は
左
表
の
と
お
り
で
す
）。

年
金
を
受
け
て
い
る
人
に
は
、

６
月
上
旬
に
今
年
度
の
年
金
額
な

ど
が
記
載
さ
れ
た
「
年
金
改
定
通

知
書
・
年
金
振
込
通
知
書
」
が
、

社
会
保
険
業
務
セ
ン
タ
ー
か
ら
郵

送
さ
れ
ま
す
。
ご
不
明
な
点
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ

ル
（
蕁
０
５
７
０
―
０
７
―
１
１

６
５
）
ま
た
は
前
橋
社
会
保
険
事

務
所
（
蕁
０
２
７
―
２
３
１
―
１

７
０
５
）

子
育
て
支
援
の
一
環
と
し
て
園

庭
や
ホ
ー
ル
を
開
放
し
て
い
ま
す
。

育
児
に
関
す
る
相
談
に
も
応
じ
て

い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

期
日
・
時
間
・
会
場

左
表
の
と

お
り

対
象

未
就
園
の
１
歳
か
ら
就
学

前
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

問
い
合
わ
せ

各
保
育
所

ひ
よ
こ
ク
ラ
ブ
は
、
子
育
て
の

不
安
や
悩
み
の
解
消
を
目
的
と
す

る
親
子
の
集
ま
り
で
す
。
誰
で
も

自
由
に
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
来
園
く
だ
さ
い
。

活
動
日

第
２
・
４
木
曜
日

※
８
月
は
除
き
ま
す

時
間

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

会
場

第
五
保
育
所

対
象

０
歳
児
と
そ
の
保
護
者

内
容

育
児
相
談
・
身
体
測
定
・

親
子
体
操
・
離
乳
食
指
導
な
ど

問
い
合
わ
せ

第
五
保
育
所
（
蕁

（25）
７
１
０
７
）

児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
る
人

は
、
引
き
続
き
手
当
を
受
け
る
要

件
が
あ
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る

た
め
、
毎
年
６
月
中
に
「
児
童
手

当
等
現
況
届
」
を
提
出
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
届
け
出
が

な
い
と
、
６
月
分
以
降
の
手
当
が

受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

対
象
者
に
は
６
月
上
旬
に
通
知

書
を
郵
送
し
ま
す
。
受
付
日
・
会

場
は
地
区
に
よ
り
異
な
り
ま
す
の

で
、
通
知
書
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

児
童
家
庭
課
（
内

線
２
１
３
４
）
ま
た
は
各
支
所
福

祉
課外

国
人
労
働
者
を
雇
用
し
て
い

る
事
業
主
の
人
は
、
外
国
人
雇
用

状
況
報
告
書
（
６
月
１
日
現
在
）

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
６
月
は
「
外
国
人
労
働

者
問
題
啓
発
月
間
」
で
す
。
外
国

人
労
働
者
の
適
正
な
雇
用
・
労
働

条
件
の
確
保
と
不
法
就
労
の
防
止

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
い

せ
さ
き
（
蕁
（23）
８
６
０
９
）

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
で
は
、
地
球
環

境
の
保
護
、
資
源
の
有
効
活
用
の

た
め
、
古
い
電
話
帳
を
回
収
し
、

リ
サ
イ
ク
ル
を
積
極
的
に
推
進
し

て
い
ま
す
。

新
し
い
電
話
帳
が
今
月
中
に
各

家
庭
に
届
け
ら
れ
ま
す
の
で
、
古

い
電
話
帳
を
配
達
員
に
お
渡
し
く

だ
さ
い
。
な
お
、
不
在
な
ど
で
古

い
電
話
帳
を
回
収
で
き
な
か
っ
た

場
合
は
、
改
め
て
回
収
に
伺
い
ま

す
の
で
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ

ン
タ
（
蕁
０
１
２
０
―
５
０
６
―

３
０
９
）
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サマージャンボ宝くじ サマージャンボ宝くじ 
合わせて 

億円 
1等 

前後賞 

発売期間 7月13日（木）から8月1日（火）まで

※この宝くじの収益金は、市町村の明るく住みよ

い街づくりに使われます

国
民
年
金
の

年
金
額
が
変
わ
り
ま
す

年 金 の 種 類  

老齢基礎年金（満額） 

障害基礎年金（1級） 

障害基礎年金（2級） 

遺族基礎年金 
（妻が受給・子が1人の場合） 

平成18年度年金額 

792,100円 

990,100円 

792,100円 

1,020,000円 

 

変更後の年金額 

会　場 

第一保育所 
（曲輪町） 
　25－1874

第三保育所 
（昭和町） 
　25－2627

第四保育所 
（寿町） 

　25－3234

期　日 

 
第2・4木曜日 

 
第2木曜日 

 
第3木曜日 

時　間 

 
午前10時30分～11時30分 

 
午前10時～11時 

 
午前 9時45分～11時 

園庭開放を実施している保育所 
公
立
保
育
所
の
園
庭
開
放

第
五
保
育
所

ひ
よ
こ
ク
ラ
ブ
開
園
中

児
童
手
当
の

現
況
届
を
忘
れ
ず
に

外
国
人
雇
用
状
況
報
告
書
の

提
出
を
忘
れ
ず
に

古
い
電
話
帳
を
回
収
し
ま
す



次
の
皆
さ
ん
か
ら
寄
付
・
寄
贈

が
あ
り
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

蟋
（株）
カ
イ
ン
ズ
ホ
ー
ム
伊
勢
崎
店

か
ら
伊
勢
崎
市
図
書
館
・
あ
ず
ま

図
書
館
へ
図
書
44
冊

蟋
境
剛
志
小
学
校
平
成
17
年
度
卒

業
生
保
護
者
か
ら
同
校
へ
集
会
用

テ
ン
ト
１
張

蟋
宮
郷
小
学
校
平
成
17
年
度
卒
業

生
か
ら
同
校
へ
屋
外
用
大
時
計
１

個
、
会
議
用
長
机
２
脚

蟋
豊
受
小
学
校
平
成
17
年
度
卒
業

生
か
ら
同
校
へ
長
鏡
10
枚

蟋
北
第
二
小
学
校
平
成
17
年
度
卒

業
生
か
ら
同
校
へ
テ
ン
ト
１
張

蟋
伊
勢
崎
風
俗
営
業
・
飲
食
業
・

旅
館
業
連
合
防
犯
協
力
会
か
ら
伊

勢
崎
・
赤
堀
・
東
地
区
の
小
・
中

学
校
、
伊
勢
崎
養
護
学
校
へ
防
犯

ブ
ザ
ー
７
８
４
個

蟋
市
立
伊
勢
崎
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

か
ら
同
校
へ
図
書
３
５
０
冊

蟋
井
田
常
雄
さ
ん
（
宮
子
町
）
か

ら
公
営
事
業
部
へ
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ

ー
１
台

蟋
南
地
区
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
か

ら
南
小
学
校
へ
１
０
０
珠
そ
ろ
ば

ん
１
丁
、
音
声
ソ
フ
ト
１
本
、
デ

ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
１
台

蟋
小
林
英
次
さ
ん
（
上
植
木
本
町
）

か
ら
養
護
老
人
ホ
ー
ム
へ
歩
行
補

助
器
１
台
、
布
団
一
式

蟋
荻
原
明
子
さ
ん
（
宮
前
町
）
か

ら
養
護
老
人
ホ
ー
ム
へ
お
菓
子
、

衣
類

蟋
柳
マ
サ
ル
さ
ん
（
太
田
町
）
、

柳
尚
一
さ
ん
（
長
沼
町
）
か
ら
養

護
老
人
ホ
ー
ム
へ
テ
レ
ビ
１
台

蟋
市
境
進
出
企
業
連
絡
協
議
会
か

ら
境
地
区
の
小
学
校
へ
防
犯
ブ
ザ

ー
３
１
０
個

蟋
赤
堀
南
小
学
校
平
成
17
年
度
卒

業
生
保
護
者
か
ら
同
校
へ
イ
ベ
ン

ト
用
看
板
１
枚

蟋
第
四
中
学
校
平
成
17
年
度
卒
業

生
か
ら
同
校
へ
オ
イ
ル
ヒ
ー
タ
ー

１
台
、
絵
画
１
点

蟋
広
瀬
小
学
校
平
成
17
年
度
卒
業

生
か
ら
同
校
へ
体
育
館
用
ス
ク
リ

ー
ン
１
張

蟋
南
小
学
校
平
成
17
年
度
卒
業
生

か
ら
同
校
へ
運
動
会
用
団
旗
３
本

蟋
殖
蓮
小
学
校
平
成
17
年
度
Ｐ
Ｔ

Ａ
か
ら
同
校
へ
図
書
１
６
１
冊

蟋
宮
郷
中
学
校
平
成
17
年
度
卒
業

生
か
ら
同
校
へ
集
会
用
テ
ン
ト
１

張蟋
宮
郷
中
学
校
平
成
17
年
度
Ｐ
Ｔ

Ａ
か
ら
同
校
へ
防
犯
ブ
ザ
ー
１
６

０
個
、
カ
ラ
ー
ス
キ
ャ
ナ
ー
１
台
、

折
り
た
た
み
チ
ェ
ア
ー
60
脚
と
専

用
台
車
３
台

蟋
あ
ず
ま
中
学
校
平
成
17
年
度
卒

業
生
か
ら
同
校
へ
製
氷
機
１
台
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よ
く
新
聞
紙
上
で
、
指
導
す

る
立
場
に
あ
り
な
が
ら
、
差
別

や
秘
密
漏
え
い
行
為
、
飲
酒
運

転
、
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
な
ど
に
よ

り
社
会
的
生
命
を
損
な
う
事
件

が
報
じ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
言

葉
で
は
表
向
き
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト

ぶ
り
を
示
し
な
が
ら
、
家
庭
で

は
Ｄ
Ｖ
（
家
庭
内
暴
力
）
を
起

こ
し
て
い
る
例
も
少
な
く
な
い

よ
う
で
す
。
こ
の
よ
う
な
事
例

は
な
ぜ
生
じ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

原
因
は
さ
ま
ざ
ま
で
し
ょ
う

が
、
ま
ず
考
え
ら
れ
る
の
が
、

心
の
弱
さ
に
よ
っ
て
心
と
行
動

に
不
一
致
が
生
じ
る
こ
と
に
あ

る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

加
害
者
側
に
非
常
に
大
き
な

ス
ト
レ
ス
が
生
じ
た
場
合
に
、

人
権
に
対
す
る
感
性
は
消
え
、

別
人
の
ご
と
く
暴
力
的
な
行
動

に
走
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

こ
う
い
う
ケ
ー
ス
に
つ
い
て

は
、
安
心
・
や
り
が
い
の
あ
る

職
場
づ
く
り
や
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
な
ど
を
充
実
し
、
ス
ト
レ

ス
の
少
な
い
社
会
が
実
現
で
き

れ
ば
、
人
権
に
対
す
る
感
性
そ

の
も
の
が
行
動
化
で
き
る
よ
う

に
な
り
、
減
少
傾
向
に
向
か
う

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
事
を
起
こ
し
て
し
ま

っ
て
か
ら
「
こ
の
よ
う
な
結
果

に
な
る
と
は
思
わ
な
か
っ
た
」

と
弁
解
し
、
甘
え
の
態
度
を
示

す
場
合
や
、
表
向
き
は
人
権
を

唱
え
な
が
ら
、
承
知
の
上
で
差

別
や
不
法
行
為
を
犯
す
偽
善
者

と
い
う
べ
き
場
合
も
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
へ
の
対
応
と
し
て
は
、

条
例
づ
く
り
な
ど
も
考
え
ら
れ

ま
す
が
、
人
権
に
関
す
る
研
修

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
気
付
き
・

深
め
合
い
）
や
ビ
デ
オ
学
習
な

ど
に
よ
り
、
他
人
の
人
権
を
侵

害
す
る
行
動
が
周
囲
に
及
ぼ
す

影
響
を
知
り
、
社
会
的
生
命
を

逸
し
た
と
き
の
悲
惨
さ
を
自
分

の
こ
と
と
し
て
理
解
す
る
こ
と

が
、
考
え
を
改
め
る
き
っ
か
け

に
な
る
と
思
い
ま
す
。

折
し
も
今
年
の
県
の
人
権
教

育
の
基
本
計
画
は
、「
尊
重
し

た
考
え
を
行
動
に
」
で
す
。
市

民
一
人
ひ
と
り
の
心
に
刻
み
た

い
も
の
で
す
。

（
人
権
課
）

思いやり　気づかう心で　深まる絆（一中　北爪誠子さん）



65
歳
以
上
の
人
の
定
期
基
本
健

康
診
査
お
よ
び
介
護
予
防
健
診
と

し
て
実
施
し
ま
す
。

健
診
の
結
果
、
生
活
機
能
の
低

下
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
人
に
は
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
中
心

に
、
介
護
予
防
の
た
め
の
支
援
を

行
い
ま
す
。

期
間

７
月
３
日
（
月
）
か
ら
12

月
28
日
（
木
）
ま
で

会
場

登
録
医
療
機
関
（
受
診
票

裏
面
の
一
覧
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

対
象

市
内
に
在
住
の
65
歳
以
上

の
人
（
昭
和
17
年
４
月
１
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
人
）

※
対
象
の
人
に
は
６
月
下
旬
ご
ろ
、

受
診
票
を
発
送
し
ま
す

内
容

生
活
機
能
チ
ェ
ッ
ク
・
身

体
計
測
・
診
察
（
口
腔
内
視
診
・

関
節
触
診
な
ど
）
・
尿
検
査
・
血

圧
測
定
・
血
液
検
査
（
血
清
ア
ル

ブ
ミ
ン
検
査
な
ど
）

※
心
電
図
・
眼
底
検
査
・
肝
炎
ウ

イ
ル
ス
検
査
は
必
要
に
応
じ
て
実

施
し
ま
す

※
84
歳
ま
で
の
男
性
は
、
一
緒
に

前
立
腺
が
ん
の
検
査
が
受
け
ら
れ

ま
す
。
希
望
す
る
人
は
、
が
ん
検

診
受
診
券
を
持
っ
て
会
場
に
お
越

し
く
だ
さ
い

受
診
料

５
０
０
円
（
70
歳
以
上

の
人
・
医
療
受
給
者
証
取
得
者
・

生
活
保
護
世
帯
・
市
民
税
非
課
税

世
帯
の
人
は
無
料
）

問
い
合
わ
せ

各
保
健
セ
ン
タ
ー

日
程

下
表
の
と
お
り

対
象

●
結
核
検
診
＝
65
歳
以
上
の
人

●
肺
が
ん
検
診
＝
40
歳
以
上
の
人

※
受
診
票
は
世
帯
ご
と
に
郵
送
し

ま
し
た
。
該
当
日
に
受
診
で
き
な

い
人
も
、
直
接
最
寄
り
の
会
場
で

受
診
で
き
ま
す

※
結
果
は
再
検
査
の
必
要
な
人
だ

け
通
知
し
ま
す
（
痰た

ん

の
検
査
を
し

た
人
に
は
全
員
通
知
し
ま
す
）

受
診
料

胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影

＝
無
料
、
痰
の
検
査
＝
５
０
０
円

※
回
収
日
に
徴
収
し
ま
す
（
70
歳

以
上
の
人
・
医
療
受
給
者
証
取
得

者
・
生
活
保
護
世
帯
・
市
民
税
非

課
税
世
帯
の
人
は
無
料
）

問
い
合
わ
せ

各
保
健
セ
ン
タ
ー

日
程

右
下
表
の
と
お
り

対
象

市
内
に
在
住
の
昭
和
17
年

４
月
２
日
か
ら
昭
和
42
年
４
月
１

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

※
受
診
票
は
世
帯
ご
と
に
郵
送
し

ま
し
た

内
容

尿
検
査
・
身
体
計
測
・
問

診
・
血
圧
測
定
・
診
察
・
心
電
図

眼
底
検
査
・
血
液
検
査
（
血
中
脂

質
・
腎
機
能
・
肝
機
能
・
貧
血
・

血
糖
値
・
前
立
腺
が
ん
検
査
（
※

１
）
・
肝
炎
検
査
（
※
２
））

※
１
　
血
液
検
査
で
前
立
腺
が
ん

検
診
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
50
歳
以

上
の
男
性
で
前
立
腺
が
ん
検
査
を

希
望
す
る
人
は
、
が
ん
検
診
受
診

券
を
持
っ
て
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い

※
２
　
肝
炎
検
査
は
平
成
18
年
度

に
40
・
45
・
50
・
55
・
60
歳
に
な

る
人
、
過
去
に
肝
臓
機
能
が
低
下

し
て
い
る
と
い
わ
れ
た
人
、
大
き

な
手
術
な
ど
受
け
た
人
ま
た
は
妊

娠
・
分
娩
時
に
多
量
の
出
血
が
あ

っ
た
が
、
そ
の
後
定
期
的
に
肝
機

能
検
査
を
受
け
て
い
な
い
人
な
ど

が
対
象
と
な
り
ま
す

受
診
料

１
、
０
０
０
円
（
生
活

保
護
世
帯
お
よ
び
市
民
税
非
課
税

世
帯
の
人
は
無
料
）

問
い
合
わ
せ

各
保
健
セ
ン
タ
ー
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・

結
核
・
肺
が
ん
検
診

（
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
）

ひ

ま

わ

り

健

診

（
生
活
習
慣
病
予
防
健
診
）

年
１
回
健
康
チ
ェ
ッ
ク

す

こ

や

か

健

診

胸部レントゲン撮影（結核・肺がん検診）・ひまわり健診日程表 
期　日 時　間 レントゲン ひまわり健診 実 施 会 場 

6月16日（金） 

6月19日（月） 

6月20日（火） 

6月21日（水） 

6月22日（木） 

6月23日（金） 

境剛志公民館 
境産業振興会館 
平塚会館 
境防災センター 
境剛志公民館 
伊与久1区会議所 
下渕名7区会議所 
上渕名会議所 
境保健センター 
伊与久3区会議所 
伊与久2区会議所 
木島会議所 
境保健センター 
小此木公民館 
上武士会議所 
保泉会議所 
境保健センター 
東新井会議所 

午前・午後 
午前9時30分～10時15分 

午後1時30分～2時30分 
午前・午後・夜間 

午前・午後・夜間 

午前9時30分～10時15分 

午前10時45分～11時30分 

午前・午後 
午前9時30分～10時15分 

午後1時30分～2時30分 
午前10時45分～11時30分 

午前・午後 
午前9時30分～10時15分 

午後1時30分～2時30分 
午前10時45分～11時30分 

午前・午後 
午前9時30分～10時15分 

午後1時30分～2時30分 
午前10時45分～11時30分 

午後1時30分～2時30分 
午前10時45分～11時30分 

上矢島コミュニティーセンター 

境社会福祉センター 
境保健センター 

○ ○ 
○ 
○ 
○ 
○ ○ 
○ 
○ 
○ 
○ ○ 
○ 
○ 
○ 
○ ○ 
○ 
○ 
○ 
○ ○ 
○ 
○ 
○ 
○ ○ 

【午前】午前9時30分～11時30分 【午後】午後1時30分～3時 【夜間】午後5時～7時 



胃
・
大
腸
が
ん
集
団
検
診
を
は

が
き
で
申
し
込
ん
だ
人
に
、
事
前

に
問
診
票
な
ど
を
郵
送
し
ま
す
。

受
診
す
る
と
き
は
、
受
診
券
と
問

診
票
を
必
ず
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

前
立
腺
が
ん
検
診
を
希
望
す
る

人
は
、
が
ん
検
診
受
診
券
を
持
っ

て
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

会
場
・
期
間

●
赤
堀
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
＝
６

月
15
日
（
木
）
か
ら
19
日
（
月
）

ま
で

●
豊
受
公
民
館
＝
６
月
20
日（
火
）

か
ら
27
日
（
火
）
ま
で

●
名
和
公
民
館
＝
６
月
28
日（
水
）

か
ら
７
月
４
日
（
火
）
ま
で

※
い
ず
れ
の
会
場
も
日
曜
日
は
除

き
ま
す

受
付
時
間

午
前
８
時
〜
10
時

対
象

●
胃
・
大
腸
が
ん
検
診
＝
40
歳
以

上
の
人

●
前
立
腺
が
ん
検
診
＝
50
歳
以
上

84
歳
以
下
の
男
性

内
容

●
胃
が
ん
検
診
＝
空
腹
で
受
診
し
、

バ
リ
ウ
ム
を
飲
ん
で
レ
ン
ト
ゲ
ン

撮
影
を
し
ま
す

●
大
腸
が
ん
検
診
＝
事
前
に
配
付

し
た
採
便
セ
ッ
ト
で
２
日
分
の
便

を
採
り
、
会
場
に
提
出
し
ま
す

●
前
立
腺
が
ん
検
診
＝
血
液
検
査

と
問
診

受
診
料

●
胃
・
大
腸
が
ん
検
診
＝
各
５
０

０
円
（
70
歳
以
上
の
人
・
医
療
受
給

者
証
取
得
者
・
生
活
保
護
世
帯
・
市

民
税
非
課
税
世
帯
の
人
は
無
料
）

●
前
立
腺
が
ん
検
診
＝
無
料

問
い
合
わ
せ

各
保
健
セ
ン
タ
ー

期
日

７
月
11
日
・
18
日
の
火
曜

日受
付
時
間

午
前
９
時
〜
９
時
30
分

※
１
回
目
は
受
付
時
間
内
に
ビ
デ

オ
を
上
映
し
ま
す

会
場

境
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象

も
う
す
ぐ
お
父
さ
ん
・
お

母
さ
ん
に
な
る
人

内
容

１
回
目
＝
お
産
の
経
過
や

補
助
動
作
に
つ
い
て
・
沐も

く

浴よ
く

実
習

妊
婦
体
験
な
ど
（
お
父
さ
ん
も
ぜ

ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
）

２
回
目
＝
講
義
「
妊
娠
中
か
ら
の

食
生
活
」、
先
輩
マ
マ
と
の
交
流

用
意
す
る
も
の

母
子
健
康
手
帳

筆
記
用
具
は
毎
回
、
１
回
目
＝
バ

ス
タ
オ
ル
・
動
き
や
す
い
服
装

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

開
催

日
の
３
日
前
ま
で
に
、
境
保
健
セ

ン
タ
ー

期
日

６
月
28
日
（
水
）

受
付
時
間

午
前
９
時
〜
10
時

※
待
ち
時
間
短
縮
の
た
め
に
電
話

予
約
を
お
す
す
め
し
ま
す

会
場

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

用
意
す
る
も
の

母
子
健
康
手
帳

タ
オ
ル

問
い
合
わ
せ

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

「
が
ん
検
診
受
診
券
」
に
同
封

の
個
別
検
診
実
施
医
療
機
関
一
覧

に
変
更
が
あ
り
ま
し
た
。
マ
ン
モ

グ
ラ
フ
ィ
ー
検
診
に
つ
い
て
、
鶴

谷
病
院
で
は
受
診
で
き
ま
せ
ん
。

視
触
診
検
診
だ
け
と
な
り
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
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両

親

学

級

胃
・
大
腸
・
前
立
腺
が
ん

集
団
検
診

・・・

母

乳

相

談

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
検
診

実
施
医
療
機
関
の
変
更

N

伊勢崎 
興陽高校 至前橋・高崎 

上泉町 

至太田 

市役所 

伊勢崎清明高校 

GS

上水道水源地 

広瀬川 

伊勢崎佐波 
歯科医師会（3階） 
休日歯科診療所 

社会福祉会館 

競運橋 

夜間の小児救急医療 休日歯科診療所 
小児夜間救急医療の日程 

※日・祝日は両病院で受け付けます 

問い合わせ 
　伊勢崎佐波医師会病院（　24ー0111） 
　市民病院（　25ー5022） 

会場　社会福祉会館3階（上泉町） 
診療時間　午前10時～正午 
　　　　　午後1時～3時 
※受け付けは午後2時30分まで 
問い合わせ 
　伊勢崎佐波歯科医師会 
　（　23ー2772） 

病　院　名 

伊勢崎佐波医師会病院 

市　民　病　院 

当  番  曜  日 

月・水・金・土曜日 

火 ・木 曜 日  

診療時間  

午後5時～ 
午前8時30分 

むし歯は、日々の少しの注意でかなり予防できます。
歯と全身の健康を保つため、次の方法を実行してみまし
ょう。

健康川柳応募作品紹介
良く噛

か

めば　満腹感が　味を増す

●フッ素入り歯磨きを使う
フッ素はむし歯菌の働きを抑え、
歯の質を強くします
●キシリトール入りのガムをかむ
キシリトールは歯をとかす酸をつ
くらないため、むし歯菌の活性化
を弱め、むし歯菌を減少させる働
きがあります

飲食回数が多いと、それだけむし
歯の原因となる糖に歯がさらされて
いる時間が長くなります

唾
だ

液
え き

に含まれる成分（リン酸やカ
ルシウム）が、初期のむし歯を自然
に修復してくれます



28
発行/伊勢崎市　蕁24-5111 〒372-8501 群馬県伊勢崎市今泉町二丁目410 FAX23-9800 編集/広報課　印刷/川島美術印刷株式会社　毎月1日・16日発行　全戸無料配布

「水管橋のライトアップ」
撮影者 渋沢賢二さん（北千木町）

「宝
ほう

幢
どう

院
いん

の十三仏（連取町）」
撮影者 森村源さん（連取町）

「赤堀花しょうぶ園」
撮影者 菊池千鶴さん（北千木町）

４
月
の
人
事
異
動
で
10
年
ぶ
り

に
広
報
課
に
戻
っ
て
き
た
。
久
し

ぶ
り
に
ふ
れ
る
レ
イ
ア
ウ
ト
用
紙

や
原
稿
用
紙
が
懐
か
し
く
も
あ
り
、

新
鮮
に
も
感
じ
る
。

市
内
の
全
世
帯
に
配
布
さ
れ
る

広
報
は
、
新
鮮
な
話
題
を
提
供
し
、

市
政
を
分
か
り
や
す
く
解
説
す
る

こ
と
を
使
命
と
す
る
。
皆
さ
ん
に

親
し
ま
れ
る
広
報
で
あ
れ
ば
大
切

に
読
ま
れ
る
が
、
つ
ま
ら
な
い
内

容
で
あ
れ
ば
ご
み
箱
行
き
で
あ
る
。

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
得
な
が
ら
、

皆
さ
ん
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
広

報
を
作
っ
て
い
き
た
い
。

（
た
）

場所 市民サービスセンター・宮子（アイオー
信用金庫TBSハウジング支店2階）

時間 月～金曜日＝午前9時～午後7時
土曜日＝午前10時～午後6時
※日曜日・祝日は休みます

業務内容 住民票、戸籍謄抄本、戸籍の附票、身分
証明、印鑑証明などの証明書の交付

問い合わせ 市民サービスセンター・宮子
（蕁20－7000）


